
課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,283 ー ー ー 3,104

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,511 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,283 ー ー ー 3,104 73.6%

　人件費計 4,228 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,228 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・災害時における医療救護体制の強化を図るため、枚方市災害医療対策会議により災害医療等を検討するとともに、拠
点応急救護所設営訓練等を行う。
・新型インフルエンザ等対策に対する職員の理解や情報の共有が図られるよう、研修を行う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

災害発生時には迅速に適切な医療救護活動を、新型インフルエンザ等発生時には蔓延防止措置や罹患時の適切な処置
を行い、市民の生命や身体を保護することにより、安全安心な生活を確保する。

対象者(受益者) 災害及び新型インフルエンザ等の発生により被害を受ける恐れのある市民

現状・課題 災害及び新型インフルエンザ等が発生した場合、市民の生命・身体等に被害を被るおそれがある。

事業の概要
枚方市災害医療対策会議等の開催及び拠点応急救護所設営訓練の実施等、関係機関との相互連携を強化する。新型イ
ンフルエンザ等対策については、「枚方市新型インフルエンザ等対策行動計画」に基づき対策を講じる。

年間の主な事務

0.55人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2011（H23）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 任意的区分

施策目標 2.災害時に、迅速・的確に対応できるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

〇 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 災害対策基本法、新型インフルエンザ等対策特別措置法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 44

事務事業名称 災害医療対策関係事務



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

継続して関係医療機関等と災害医療対策会議を開催し、災害時医療の検討や拠点応急救護所設営訓練等を実施する
ことで、災害時医療救護体制の更なる強化や質の向上を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

継続して関係医療機関等と災害医療対策会議を開催し、災害時医療の検討や拠点応急救護所設営訓練等を実施することで、災害時医療救護体制の更なる強化や
質の向上を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

災害発生時に迅速かつ適切な医療救護活動を展開できるよう、災害医療協力病院との連携訓練を令和6年12月に実施した。また、「災害時医療救護
活動マニュアル」及び「拠点応急救護所設置・運営マニュアル」に関連した三師会の災害対応マニュアルである「医師会災害対応マニュアル」（令和5年度
改訂）及び「歯科医師会災害時対応マニュアル」（令和６年度改訂）の共有を行った。これらの取り組みをとおして、災害医療に係る共通認識や課題の整
理を図ることができ、災害時医療救護体制の更なる強化につながった。

― ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

％

― ― ％

参加者／参加対象者×100 新型インフルエンザ対策について理解した人／アンケ―ト提出者×100

95 95 95 95 ％

0 ― ― ― ％

災害医療体制が充実する。

指
標

全体研修対象者の参加割合

指
標

全体研修アンケ―ト提出者のうち、新型インフルエンザ対策
について理解した参加者の割合

R6 R7 R8 R9

説
明

新型インフルエンザ対策に対する職員の理解や情報の共有
が図られる。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100

95 ― ― ― ％

開催回数より算出 枚方市災害医療体制について理解した人／アンケ―ト提出者×100

95 95 95 95 ％

1 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

1 1 1 1 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

関係機関との相互連携を強化する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

災害医療体制が充実する。

指
標

拠点応急救護所設営訓練の開催回数

指
標

拠点応急救護所設営訓練練アンケ―ト提出者のうち、枚方市災
害医療体制について理解した参加者の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

新型インフルエンザ対策に関する取り組みを実施する。
(全体研修の実施回数)

回 0 ー ー ー

災害医療対策に関する取り組みを行う。
(災害医療訓練の実施回数)

回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 98,389 ー ー ー 104,159

歳入計(物件費に充当される特定財源) 3,801 ー ー ー 3,777

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 3,801 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 107,418 ー ー ー

3,777

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 102,190 ー ー ー 107,936 94.7%

　人件費計 5,228 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,228 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との報告や相談の対応（随時）
・市広報等での情報発信（月平均1回）
・定期モニタリング（年2回）
・使用料等の還付金や指定管理料処理

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

総合福祉センタ―利用者が、施設を安心して安全快適に利用することができ、心身の健康と福祉の増進を図っている。

対象者(受益者) 総合福祉センタ―利用者

現状・課題 総合福祉センタ―の利用者が、安全・快適に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施する必要がある。

事業の概要

老人福祉法第20条の７に規定する老人福祉センタ―として、施設を市民活動の場として提供するとともに、主に高齢者
に対して、健康の増進、教養の向上及びレクリエ―ション等の事業を行う。
高齢者の生きがいと健康増進及び市民各層との交流を図るため以下の事業を実施している。
１．部屋、体育室の貸し出し、２．近隣大学との共同講座や料理教室など世代間交流事業、３．老人趣味の講座・老人いきい
き講座
４．機関誌の発行、５．健康・生活相談、６．風呂、７．送迎バス運行等

年間の主な事務

0.68人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1976（S51）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 維持管理区分

施策目標 5.快適で暮らしやすい環境を備えたまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市総合福祉センタ―条例及び同施行規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 103

事務事業名称 総合福祉センタ―維持管理事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、指定管理者による運営が適切に行われるよう、施設管理運営状況の確認を行うとともに、利用者が安全に
施設を利用できるよう、必要な施設保全や保守点検等を実施していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで、利用者が施設を安心して安全快適に利
用することができ、心身の健康と福祉の増進を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

30万円を超える修繕が必要となるような事項が令和６年度はエアコン故障が１台発生したため、修繕費が多くなった。30万円以内の修繕について
は、指定管理者が行っている（令和2年度から指定管理料のうち年間120万円を修繕費とし、使わなかった分については精算し返してもらうことに
なっている）

0 ― ― ― 日

保守点検や修繕、補修工事の実施回数より算出 修繕などで利用者の利用制限を行った日数

1 1 1 1 日

1 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

2 2 2 2 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

利用者の安全快適な利用環境が保たれる。

指
標

保守点検や修繕、補修工事の実施回数

指
標

利用制限を日数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

保守点検や修繕、補修工事の実施 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 169,722 ー ー ー 171,349

歳入計(物件費に充当される特定財源) 155,180 ー ー ー 158,718

その他 27,099 ー ー ー 30,256

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 13,981 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 331,513 ー ー ー

14,362

市債 114,100 ー ー ー 114,100

0

附属機関委員 76 ー ー ー

　物件費計 324,902 ー ー ー 330,067 98.4%

　人件費計 6,611 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 6,535 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・有料貸室の貸出等会館管理
・施設の維持管理
・温水プ―ルの運営　　　など

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

高齢者・障害者などの福祉サ―ビスが充実する。また、活動の場を提供することにより、福祉活動が促進される。

対象者(受益者) 福祉活動を行う市民・団体など、総合福祉会館の利用者

現状・課題 福祉活動や市民交流の輪を広げる場が必要

事業の概要
指定管理者制度を導入し、指定管理者として、ＨＵＧ共同事業体（ハ―トユニフィグル―プ）が管理運営を行っている。（令
和3年度～令和7年度の５年間）

年間の主な事務

0.85人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1998（H10）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 維持管理区分

施策目標 5.快適で暮らしやすい環境を備えたまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市立総合福祉会館条例及び同施行規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 104

事務事業名称 総合福祉会館維持管理事業



① 日 日 日 日

② 件 件 件 件

③ 日 日 日 日

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き適正な会館管理を行い、福祉活動の場を提供していく。令和7年度において、ESCO事業による改修工事を
行うとともに、次期指定管理者（令和８年度～令和12年々度）の選定を行う。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで安全に施設を利用できることにより、高
齢者・障害者などの福祉サ―ビスが充実するとともに、活動の場ともなり、福祉活動が促進される。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

指定管理者制度により、会館運営、貸室業務、維持管理業務、温水プールの運営、各種福祉講座等を実施した。
令和６年度は、エレベーターの耐震等工事、区分開閉器更新工事他４件の備品等の更新を行った。また、市の附属機関として「枚方市立総合福祉会館
ESCO 事業者選定審査会」を設置し、 専門的見地からの当該事業者の選定について諮問し、最優秀提案者等の答申を受け、契約締結を行った。

― ― ― ― ―

予算化した案件のうち執行できた件数 ―

― ― ― ― ―

6 ― ― ― 件

R7 R8 R9 単位

6 6 6 6 件

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

修繕、補修工事等の実施回数（目標値はR6実績）

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6

温水プ―ル開業日数 日 296 ー ー ー

貸室利用件数（無料貸室含む） 件 5,725 ー ー ー

開館日数 日 347 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 130 ー ー ー 740

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,590 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 130 ー ー ー 740 17.6%

　人件費計 3,460 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,460 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

健康医療都市ひらかたコンソ―シアムへ本市負担金を支払う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

健康・医療に関わる各関係機関が密接に連携し、様々な連携事業を実施することで、市民の健康増進や医療体制の強化
につなげる。

対象者(受益者) 事業に参加する市民/健康医療都市ひらかたコンソ―シアムを構成する市内の医療機関や医療系大学、関係団体

現状・課題

自ら健康増進を図る知識や機会を得る効果的なすべが少ない。(令和６年度市民意識調査では「心身ともに健康に暮ら
せる環境が整っていると感じていますか。」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答した人は約55％と
なっている）
各団体がそれぞれの事業効果を高める必要がある。

事業の概要

平成24年8月に設立した「健康医療都市ひらかたコンソ―シアム」に参画する構成団体 14団体と連携団体 ２団体を中心に、社
会資源の共同利用や情報の共有、人材の交流、健康医療に関する情報発信等を行う。コンソ―シアムにおける連携事業として
は、以下の事業を想定している。　
・災害医療対策のための連携事業 　 ・地域完結型医療実現のための連携事業　　・こころの健康増進のための連携事業
・健康づくり・介護予防事業推進のための連携事業　　・母と子どもの健康支援のための連携事業
・健康・医療アカデミ―創設による連携事業　　・健康・医療関連の地域振興・まちづくりのための連携事業
・健康・医療に関する情報発信のための連携事業
【構成団体】14団体
枚方市、枚方市保健所、枚方市医師会、枚方市歯科医師会、枚方市薬剤師会、関西医科大学、大阪歯科大学、摂南大学、関西医科
大学附属病院、星ヶ丘医療センタ―、枚方公済病院、大阪精神医療センタ―、市立ひらかた病院、枚方市病院協会
【連携団体】2団体
枚方市スポ―ツ協会、枚方寝屋川消防組合

年間の主な事務

0.45人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2012（H24）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 健康医療都市ひらかたコンソ―シアム連携事業実施要領

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 122

事務事業名称 健康医療都市ひらかた推進事業



① 円 円 円 円

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、「健康医療都市ひらかたコンソーシアム」に参画する14団体を中心に、社会資源の共同利用や情報共有、人
材の交流、健康医療に関する情報発信等を行うとともに、コンソーシアム参画団体の代表者が参加する代表者会議及
び事務責任者が参加する事務レベル会議を開催する。また、構成団体が実施している各連携事業について、課題や取
り組み状況を事務局として確認し、対応していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じていますか。」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答した人は約60％を
超える

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

多くの市民が参加する講演会・研修等が実施でき目標を達成した。
令和２年度以降、新型コロナウイルスの感染拡大により、実績がなかったキャラバン事業について小学校４校から申込があり実施できた。

79 ― ― ― ％

連携事業への市民等の参加者数 健康に関する意識が高まったと回答した人／アンケ―ト数×100

80 80 80 80 ％

15,865 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

12,000 12,000 12,000 12,000 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

連携事業に市民等が参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民の健康増進が図られる。

指
標

連携事業への市民等の参加者数

指
標

事務局主催事業における参加者アンケ―トで、「健康に関する意
識が高まった」と回答した人の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

「健康医療都市ひらかたコンソ―シアム」連携事業を実
施する

回 31 ー ー ー

健康医療都市ひらかたコンソ―シアム負担金額 円 50,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

（１）福祉相談 業務
①業務内容
枚方市立総合福祉会館に来館あるいは電話等で市民等から相談が入った際に、高齢者や障害者、子ども、低所得者等の幅広い
相談 を行い、助言等を行う 。
②相談対応時間
枚方市立総合福祉会館の開館日　9 時～ 17 時 30 分
③ 相談場所
枚方市立総合福祉会館　１階相談室２
④従事者資格要件
社会福祉士、介護福祉士もしくは 福祉相談実務経験を２年以上有する者
⑤ その他
相談がない時間帯は福祉情報提供業務を含め、他の事務業務を行うことを可とする。ただし、当該会館内に常駐するものとす
る。

（２）福祉情報提供等業務
①業務内容
枚方市立総合福祉会館4 階福祉図書コ―ナ―に来館された市民等に福祉に関する図書、ビデオ視聴の貸し出し等の受付業務の
他、福祉図書の蔵書管理、福祉に関する情報の提供や検索を支援する 。 また、スタッフは障害者２名以上による運営を行い、障
害者当事者としてピアカウンセリングを実施するとともに、必要に応じて、（１）福祉相談業務へ繋ぐこととする。
②相談対応時間
枚方市立総合福祉会館の開館日　9 時～ 17 時 30 分
③ 相談場所
枚方市立総合福祉会館　４階福祉図書コ―ナ―
④従事者資格要件
ⅰ）身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉手帳のいずれかの交付を受けている者で、相談者の相談に対応できる者 。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

福祉会館として福祉に関する相談並びに情報の収集及び提供を行い、傾聴・助言、専門相談機関の案内等を行うことで、
市民が安心して生活を送ることができる。

対象者(受益者) 地域における高齢者、障害者、低所得者など援護を要するあらゆる者

現状・課題 悩みを聞いてほしい。

事業の概要

枚方市立総合福祉会館において福祉の 相談を目的に来館又は電話等をされる市民等に対して、常時対応することによ
り、地域における高齢者、障害者、低所得者 など援護を要するあらゆる者（援護を要するおそれのある者を含む。）又は
その家族・親族等の支援 の充実を図り、 福祉会館としての環境整備 を整えること、また、障害者の雇用を創出し、ピア
カウンセリングを実施 することを目的と する 。

枚方市立総合福祉会館の会館事業として指定管理業務であったものを、令和3年度から市が事業委託として実施してい
る。
＜委託期間＞令和6年（2024年）4月1日から令和8年(2026年)３月31日まで（2年間）

年間の主な事務

0.11人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2021（R3）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市立総合福祉会館条例

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 160

事務事業名称 枚方市立総合福祉会館　福祉相談・福祉情報提供等事業



① 日 日 日 日

② 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

福祉相談事業について市民に知ってもらうための広報等の取り組みを強化していく。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

福祉相談と福祉情報提供等を継続して行うことで、地域における高齢者、障害者、低所得者など援護を要するあらゆる者の支援の充実を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

全日開室し、相談に対しては適切に対応できた。

4,806 ― ― ― 人

４階 福祉図書コ―ナ―開所日 ４階 福祉図書コーナー来所者数(目標はＲ６実績)

4,806 4,806 4,806 4,806 人

347 ― ― ― 日

R7 R8 R9 単位

347 347 347 348 日

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

福祉情報提供を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

福祉に関する情報を得ることができる。

指
標

福祉図書コ―ナ―(4階)の開所日

指
標

福祉図書コ―ナ―(4階)の来所者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

相談件数 件 28 ー ー ー

総合福祉会館に福祉相談窓口を開設する 日 347 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 17,055 ー ー ー 17,055

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 17,901 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 17,055 ー ー ー 17,055 100.0%

　人件費計 846 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 846 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,300 ー ー ー 2,300

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,771 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,300 ー ー ー 2,300 100.0%

　人件費計 7,471 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 398 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 7,073 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.28人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・枚方市健康・医療・福祉フェスティバルの企画・運営（例年３月～10月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

より多くの市民が参加することで、健康、医療、福祉に対する意識が高揚し、自ら健康づくりを実践する気運が高まる。

対象者(受益者) 事業に参加する市民(約8,000人)

現状・課題
健康、医療、福祉について関心が低い（考える機会が少ない）市民が一定数いる。
（令和６年度市民意識調査では「心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じていますか。」という質問に対し、
「感じている」「やや感じている」と回答した人は約55％となっている）

事業の概要

・医師会、歯科医師会、薬剤師会、社会福祉協議会、枚方市の共催で「枚方市健康・医療・福祉フェスティバル」を開催す
る。
・フェスティバル開催に向け、5団体より選出された委員による実行委員会を開催し、準備を進める。
・フェスティバルでは各団体が健康・医療・福祉をテ―マに様々な催しを実施する。

年間の主な事務

0.92人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1989（S64）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市事務決裁規定、枚方市健康・医療・福祉フェスティバル実行委員会規約

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 175

事務事業名称 健康・医療・福祉フェスティバル開催事業



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、健康に関する意識を高められるようイベント内容を充実し、SNS等を活用して周知を行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「心身ともに健康に暮らせる環境が整っていると感じていますか。」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答した人は約60％を
超える

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

目標値に近い多くの方に来場いただき、「健康に関する意識が高まった」回答率が高かった。

93 ― ― ― ％

参加者数（延べ人数） 「意識が高まった」と回答した人の割合/アンケ―ト数×100

94 95 96 97 ％

8,058 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

8,100 8,150 8,200 8,250 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

「健康・医療・福祉フェスティバル」に市民等が参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民の健康・医療・福祉に対する意識が高まる。

指
標

参加者数（延べ人数）

指
標

健康・医療・福祉フェスティバル参加者アンケ―トで健康・医療・
福祉に対する意識が「意識が高まった」と回答した人の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

「健康・医療・福祉フェスティバル」を開催する。 回 1 ー ー ー

「健康・医療・福祉フェスティバル」実行委員会を開催す
る。

回 3 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,307 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 1,307 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,307 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・安心カプセルの配布を希望する市民へ窓口で配布、または地域の民生委員を伝達
・窓口で安心カプセルを交付した市民情報を担当民生委員へ情報共有

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

緊急搬送時の対応に不安を持つすべての市民が、安心カプセルを所有する。

対象者(受益者)
安心カプセルの配付を希望する市民（65歳以上の方、障害者手帳を有する方、妊婦、一人暮らしの方、家族で住んでい
るが日中は一人になる方）/地域の民生委員・児童委員（見守り活動を通じて安心カプセルを配付していることから、地域
に見守りが必要な人を把握できることや、対象者とのつながり強化に資するため）

現状・課題
安心カプセルの配付を希望する市民について、緊急搬送時に救急隊員が駆け付けた際に、自身の病気や緊急連絡先を明
確に伝えることができない。

事業の概要
高齢者や障害者、一人住まいの市民等からの申請に応じて、ひらかた安心カプセル（救急医療情報キット）を配付する。な
お、配付については、民生委員、枚方寝屋川ＣＫＤ研究会に参加する市内の人工透析を行う病院・診療所及び枚方市医師
会の協力医療機関を通じて行う。

年間の主な事務

0.17人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2010（H22）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 176

事務事業名称 ひらかた安心カプセル配付事業



① 個 個 個 個

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、ひらかた安心カプセルの啓発・推進を図る。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

安心カプセルの認知が広がり、緊急搬送時の対応に不安を持つ市民すべてが安心カプセルを所有する。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

民生委員による見守り活動の中で、希望者に対して順次配布するとともに、市内の協力医療機関を通じて希望者に配布している。令和６年度より市役
所健康福祉政策課での配布もスタートしたことで、前年と比較して配布個数が増加した。また、広報ひらかたに事業内容を掲載することで市民周知を
行った。

11,277 ― ― ― 個

安心カプセルの在庫数から算出 安心カプセルの在庫数から算出

11,745 12,305 12,865 13,425 個

461 ― ― ― 個

R7 R8 R9 単位

560 560 560 560 個

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

安心カプセルの配布を希望する市民に安心カプセルを配布
する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

緊急搬送時の対応に不安を持つすべての市民が、安心カプ
セルを所有する。

指
標

安心カプセルの配布個数

指
標

安心カプセルの配付数（累計）

R6 R7 R8 R9 単位 R6

ひらかた安心カプセルの配布 個 461 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,462 ー ー ー 2,874

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 4,692 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,462 ー ー ー 2,874 85.7%

　人件費計 2,230 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,230 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・設置しているAＥＤについて適正に管理を行う。
・常時ＡＥＤが使用できる環境整備を行う、

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市内公共施設や24時間営業のコンビニエンスストアにAEDを設置することで、いつでもAEDを使用できる環境を整備
する。

対象者(受益者)
突然の心停止に伴い、心肺蘇生（AEDの使用）を必要とする全ての市民/市内公共施設及び24時間営業のコンビニエン
スストア

現状・課題
突然の心停止に伴い、心肺蘇生（AEDの使用）を必要とする場合にAEDが無ければ、救命率が低下する。
公共施設は、休日や夜間は閉館しAEDを使用できないため、休日や夜間に発症した場合は、特に救命率が低下する。

事業の概要

突然の心停止からの救命率向上について、AEDの有効性が実証されており、市では従来から本市公共施設に設置して
いた。しかし、夜間や休日はAED設置施設が閉館しているため、平成27年4月から24時間営業の市内コンビニエンスス
トアに協力を得て、常時AEDを設置できる環境を整備するもの。なお、コンビニエンスストアからの要望に応じて、AED
講習会を枚方寝屋川消防組合と連携して行うもの。

年間の主な事務

0.29人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2015（H27）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁、協定書

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 181

事務事業名称 公共施設・コンビニへのAED設置事業



① 台 台 台 台

② 台 台 台 台

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

R６年度に実施した市内コンビニのAED設置状況に関する状況調査の結果をもとにAED未設置店舗へ意向調査を
実施し、１店舗でも多くのコンビニにAEDを設置できるよう取り組みを推進する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市内公共施設やコンビニエンスストアへのAED設置により、いつでもAEDを使用できる環境の整備を進め、さらには、設置したAEDがいざという時に「使用でき
ない」などのトラブルがないよう適正な管理を行うことで、市民が安心して暮らせるまちの実現を目指す。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

コンビニの新規出店等に伴い、AED未設置店舗数の増加が見込まれることから、AED設置協定を締結しているコンビニ各社と連携し、市内コンビニの
AED設置状況に関する状況調査を実施した。これらの調査結果をもとに、引き続き、常時ＡＥＤが使用できる環境整備に向けた取組を推進する。

100 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

台

― ― ％

設置台数 正常に作動したAED台数/実際に使用したAED台数

100 100 100 100 ％

95 ― ― ― 台

設置したAEDがいざという時に「使用できない」などのトラ
ブルがないよう適正な管理を行うことで、市民が安心して暮
らせるまちを実現する。

指
標

コンビニ設置AEDの台数

指
標

コンビニ設置AEDの正常作動率

R6 R7 R8 R9

説
明

緊急時にAEDを使用できる環境を整備する。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

95 105 105 105

100 ― ― ― ％

設置台数 正常に作動したAED台数/実際に使用したAED台数

100 100 100 100 ％

16 ― ― ― 台

R7 R8 R9 単位

16 16 16 16 台

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

緊急時にAEDを使用できる環境整備。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

設置後、経年化による不具合等の防止のため、定期的な動作
確認や、消耗品の確認を行い、AEDを適正に管理する。

指
標

健康福祉政策課が設置・所管するAEDの台数

指
標

健康福祉政策課が設置・所管するAEDの正常作動率

R6 R7 R8 R9 単位 R6

市内のコンビニへAEDを設置する。 台 95 ー ー ー

公共施設へAEDを設置する。 台 16 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 26,931 ー ー ー 27,130

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 27,854 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 26,931 ー ー ー 27,130 99.3%

　人件費計 923 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 923 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・業務委託締結
・委託料の支払い

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

日曜日・祝日・年末年始や土曜日の夜間に病気を発症した場合でも、内科診療を受診することができる。

対象者(受益者) 救急患者/枚方市医師会

現状・課題
日曜日・祝日・年末年始や土曜日の夜間に病気を発症した場合、一般の診療所等は診療を行っていないため、受診するこ
とができない。

事業の概要
・診療科目は内科と小児科。
・診療日時は日曜日、祝日、年末年始の午前10時～12時及び午後1時～5時、土曜日の午後6時～9時。
・診療業務については、枚方市医師会に全面委託し実施する。

年間の主な事務

0.12人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1974（S49）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市事務決裁規定

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 182

事務事業名称 休日・土曜夜間急病診療事業



① 回 回 回 回

② 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も継続して、実施する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する人の割合が
65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

休日、土曜夜間の初期救急医療体制を確保することで、救急で来院した患者に対して、適切な医療を提供することができた。

6,012 ― ― ― 人

開設日/土・日・祝・年末年始 受診患者数

7,000 7,000 7,000 7,000 人

100 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

休日・土曜夜間に病気を発症した場合にも診療を受けること
ができる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

日曜日・祝日・年末年始や土曜日の夜間に病気を発症した場
合でも、内科診療を受診することができる。

指
標

開設日数

指
標

受診患者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

委託金額 円 26,931,198 ー ー ー

業務委託契約締結 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 10,601 ー ー ー 10,601

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 12,446 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 10,601 ー ー ー 10,601 100.0%

　人件費計 1,845 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,845 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

補助金のうち本市負担金を高度救命救急医療推進協議会事務局として支払う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

重篤患者に対して迅速かつ適切な医療を提供することで、患者の生命を守ることができる。

対象者(受益者) 救急患者/関西医科大学附属病院

現状・課題 重篤患者が迅速かつ適切な医療の提供を受けることができず、生命の危機に陥る可能性が高まる。

事業の概要
北河内北東部の高度救命救急体制を維持するため、関西医科大学附属病院に対して、枚方市、寝屋川市、交野市の3市
による支援を行う。

年間の主な事務

0.24人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2006（H18）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 選択的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 北河内北東部地域高度救命救急医療補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 184

事務事業名称 高度救命救急医療推進協議会負担金交付事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も引き続き高度救命救急体制の維持に努める。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する人の割合が
65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

指標の達成度については想定どおりであった。今後も引き続き高度救命救急体制の維持に努める。

918 ― ― ― 人

年間開設日数/365 枚方市民の年間受け入れ患者数

600 600 600 600 人

100 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

北河内北東部の高度救命救急体制が維持される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

重篤患者の受け入れができる。

指
標

開設割合

指
標

年間受け入れ数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

交付金額のうち本市負担金額 円 6,700,258 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 27,280 ー ー ー 27,280

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 30,355 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 27,280 ー ー ー 27,280 100.0%

　人件費計 3,075 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,075 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

補助金のうち、本市負担金を北河内二次救急医療協議会へ支払う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

北河内医療圏内の二次救急医療体制を確保・維持することで、救急患者が受診することができる。

対象者(受益者) 救急患者/北河内医療圏内の二次救急医療機関（救急告示病院）

現状・課題 北河内医療圏内の二次救急医療体制を確保・維持できないと、救急患者が受診することができない。

事業の概要

北河内７市の行政で「北河内二次救急医療協議会」を組織し、北河内医療圏域の二次救急医療に関する事務を共同で行
う。
①病院群輪番制病院運営事業補助
②小児救急医療支援事業補助
③北河内小児救急協力医療機関支援事業補助として、該当する医療機関に対して協議会から補助金を支出する。

年間の主な事務

0.40人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2000（H12）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 北河内二次救急医療協議会規約

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 185

事務事業名称 二次救急医療負担金交付事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き二次救急医療体制の確保・維持に取り組む。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する人の割合が
65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

指標の達成度については想定どおりであった。今後も引き続き二次救急医療体制の確保・維持に取り組む。

二次救急医療協議会補助金（北河内小児救急協力医療機関支援事業補
助）の対象医療機関における年間開設日数/365

二次救急医療協議会補助金（北河内小児救急協力医療機関支援事業補
助）の対象医療機関における年間受け入れ患者数

6,600 6,600 6,600 6,600 人

100 ― ― ― ％

R9 単位

100 100 100 100 ％

8,032 ― ― ― 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

北河内医療圏内の二次救急医療体制が確保・維持できる。

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

2,593 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

救急患者の受け入れができる。

指
標

開設割合

指
標

年間受診者数

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8

％

― ― 人

二次救急医療協議会補助金（小児救急医療支援事業）の対象医療機関に
おける年間開設日数/365

二次救急医療協議会補助金（小児救急医療支援事業）の対象医療機関に
おける年間受け入れ患者数

2,800 2,800 2,800 2,800 人

100 ― ― ― ％

救急患者の受け入れができる。

指
標

開設割合

指
標

年間受診者数

R6 R7 R8 R9

説
明

北河内医療圏内の二次救急医療体制が確保・維持できる。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

100 100 100 100

99,219 ― ― ― 人

二次救急医療協議会補助金（病院群輪番制病院運営事業）の対象医療機
関における年間開設日数/365

二次救急医療協議会補助金（病院群輪番制病院運営事業）の対象医療機
関における年間受け入れ患者数

97,000 97,000 97,000 97,000 人

100 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

北河内医療圏内の二次救急医療体制が確保・維持できる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

救急患者の受け入れができる。

指
標

開設割合

指
標

年間受診者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

交付金額のうち本市負担金額 円 27,280,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

３．具体的な活動(アクティビティ)

一般財源(物件費充当分のみ) 69,200 ー ー ー 69,200

歳入計(物件費に充当される特定財源) 68,721 ー ー ー 106,036

その他 68,721 ー ー ー 106,036

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 146,935 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 137,921 ー ー ー 175,236 78.7%

　人件費計 9,014 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 942 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 8,072 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.32人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

北河内こども夜間救急センタ―運営費のうち本市負担金を北河内夜間救急センタ―協議会へ支払う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

北河内こども夜間救急センタ―において、夜間に小児科診療を受けられる。

対象者(受益者) 救急患者/北河内夜間救急センタ―協議会

現状・課題 夜間に病気を発症した場合、一般の診療所等は診療を行っていないため、受診することができない。

事業の概要
・入院の必要がない軽症患者の小児科診療を行うため、北河内こども夜間救急センタ―において、一般の診療所等が診
療を行っていない夜間に小児科診療（中学校3年生まで）を実施する。
・北河内7市で北河内夜間救急センタ―協議会を設置し、北河内こども夜間救急センタ―運営費を負担する。

年間の主な事務

1.05人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1980（S55）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 選択的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 北河内夜間救急センタ―設置条例、北河内夜間救急センタ―設置条例施行規則、北河内夜間救急センタ―協議会規約

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 186

事務事業名称 北河内こども夜間救急センタ―運営事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

拡充 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も北河内７市や医師会など関係機関が連携し、北河内こども夜間救急センターの適正な運営を継続する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する子育て世代の
割合が65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

北河内７市が連携して北河内こども夜間救急センターの運営費を負担することで、年間365日夜間の小児救急医療体制を確保し、北河内こども夜間
救急センターを運営することができた。また、令和６年９月より当センターの診療時間を延長することで小児初期救急医療の充実を図った。

5,223 ― ― ― 人

北河内こども夜間救急センタ―の年間開設日数/365 北河内こども夜間救急センタ―の年間受診者数

6,000 6,000 6,000 6,000 人

100 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

夜間小児科診療が開設される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

救急患者が受診できる。

指
標

北河内こども夜間救急センタ―の年間開設割合

指
標

北河内こども夜間救急センタ―の年間受診者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

北河内こども夜間救急センタ―運営費のうち本市負担
金額

円 69,200,000 ー ー ー

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 1,571,693 ー ー ー 1,571,693

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,572,001 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 1,571,693 ー ー ー 1,571,693 100.0%

　人件費計 308 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 308 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

病院事業会計への繰出金の支出（年２回）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市立ひらかた病院の経営健全化を促進し経営基盤を強化することで、市民が安心して適切な医療が受けられる。

対象者(受益者) 市立ひらかた病院/市立ひらかた病院を利用する市民

現状・課題 市立ひらかた病院の安定的・継続的な経営

事業の概要
市立ひらかた病院の研究研修費や企業償還金、建設改良費などに要する経費について、地方公営企業法に基づき、一般
会計から繰出しを行う。

年間の主な事務

0.04人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 財務・公財管理

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 地方公営企業法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 188

事務事業名称 枚方市病院事業会計に対する負担金・補助金交付事業



① 円 円 円 円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、必要な経費について一般会計から繰出しを行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

年２回、負担金の繰出しを行った。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

病院事業会計への繰出金の支出（年２回） 円 1,571,693,000 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 3,949 ー ー ー 4,245

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 4,410 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 3,949 ー ー ー 4,245 93.0%

　人件費計 461 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 461 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・業務委託締結及び委託料の支払い（年１回）
・派遣した医療通訳士への報償費の支払い（毎月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

日本語を話せない外国人住民等が安心して市内の医療機関を利用し、適切に医療を受けることができる。
コミュニケ―ションギャップに起因する医師の負担や診療上のリスクを軽減した医療を提供できる。

対象者(受益者) 日本語を話せない外国人住民等/日本語を話せない外国人住民等を診察する医療機関

現状・課題
日本語が話せないことにより、適切な医療を受けられない。
医療機関利用時におけるコミュニケ―ションギャップに起因する医師の負担や診療上のリスク。

事業の概要

日本語を話せない外国人住民等が、安心して市内の医療機関を利用できるとともに、コミュニケ―ションギャップに起因
する医師の負担や診療上のリスクを軽減できるよう医療通訳士の養成と、医療機関への派遣を行う。
　対象言語：英語、中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語の４カ国語
　派遣対象機関：市内41の医療機関及びまるっとこどもセンタ―（乳幼児健診）
　派遣料金：無料　
　※「健康医療都市ひらかたコンソ―シアム」の連携事業として実施。
　※医療通訳士のコ―ディネ―ト及び研修を特定非営利活動法人多文化共生センタ―きょうとへ業務委託している。

年間の主な事務

0.06人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2013（H25）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市医療通訳士登録派遣事業実施要領

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 194

事務事業名称 医療通訳士登録派遣事業



① 回 回 回 回

② 人 人 人 人

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

派遣先の病院及び言語に偏りがあるため、広く市内の医療機関で利用してもらえるよう、本制度について広報ひらか
たで周知するとともに、今後も引き続き派遣依頼件数等を注視する必要がある。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する人の割合が
65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

医療通訳の利用件数も増加傾向にあり、目標を上回る派遣件数となった。

98 ― ― ― ％

派遣件数 派遣件数／通訳士派遣依頼件数×100

95 95 95 95 ％

388 ― ― ― 件

R7 R8 R9 単位

350 350 350 350 件

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

医療通訳士を医療機関へ派遣する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

日本語を話せない外国人住民等が安心して市内の医療機関
を利用できる。

指
標

派遣件数

指
標

通訳士派遣依頼件数のうち派遣できた割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

医療通訳士登録人数 人 21 ー ー ー

医療通訳士への研修 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,142,695 ー ー ー 5,423,861

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,147,077 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,142,695 ー ー ー 5,423,861 94.8%

　人件費計 4,382 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,382 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

一般会計から介護保険特別会計への繰出金支出事務（例年５月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

介護保険法に基づく一般会計から介護保険特別会計への繰出金の支出管理が適正に行われている状態。

対象者(受益者) 課職員

現状・課題 介護保険法に基づく一般会計から介護保険特別会計への繰出金の支出管理を適正に行う必要がある。

事業の概要

【市町村の負担割合】
保険給付費総額の12.5%
地域支援事業費のうち総合事業については12.5%、包括的支援事業・任意事業費については19.25%
人件費などの事務経費については100%

年間の主な事務

0.57人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2000（H12）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 財務・公財管理

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 介護保険法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 204

事務事業名称 介護保険特別会計繰出金事務



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

適切な処理を行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

介護保険法に基づく市町村（保険者）の負担金として、一般会計より介護保険特別会計へ繰出しを行う。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

繰出にかかる事務処理 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,614 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 1,614 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,614 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

進捗状況の調査

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

高齢者が個々の心身の状態や生活状況に応じて、いつまでも住み慣れた地域で生きがいをもち、元気で自分らしい生活
を送ることができる。

対象者(受益者) 高齢者/介護保険サ―ビス事業者

現状・課題
高齢者が可能な限り住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地域全体で高齢者を支える仕組みづくりや、高齢者が
継続して在宅生活ができる環境の整備が必要である。

事業の概要

老人福祉法及び介護保険法の規定に基づき、老人福祉計画と介護保険事業計画を「ひらかた高齢者保健福祉計画21」
として一体的に策定することで、高齢者福祉事業の供給体制の確保及び介護保険事業に係る保険給付を円滑に実施し
ていく。計画は、３年を１期とした計画期間とし、介護給付等対象サ―ビスや、地域支援事業の必要量の見込みなどにつ
いて定めるとともに、介護保険料の改定も盛り込んだ計画とするもの。調査審議は、枚方市社会福祉審議会高齢者福祉
専門分科会で行う。

年間の主な事務

0.21人 ― ― ―

関係附属機関等 社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1999（H11）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 老人福祉法、介護保険法、枚方市社会福祉審議会条例、枚方市社会福祉審議会規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 210

事務事業名称 ひらかた高齢者保健福祉計画21推進事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

ひらかた高齢者保健福祉計画21（第9期）に掲げる事項について、適切な進捗管理を行う。また、令和９年度から令和
１１年度を計画期間とする第１０期計画の策定に向け、基礎資料となる高齢者実態調査を実施する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

「地域包括ケアシステム」の深化・推進により、高齢者が可能な限り、住み慣れた地域でその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、医療・
介護・介護予防・住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に確保され、また、制度・分野の枠や「支える側」「支えられる側」という従来の関係を超えて、一人ひ
とりが生きがいや役割を持ち、助け合いながら暮らしていくことのできる、いわゆる「地域共生社会」が構築される。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和６年度は第９期計画の初年度であり、施設整備や高齢者人口の伸び率等を考慮して見込んだ計画値と、比較的近い実績値となった。
また、介護予防・日常生活支援総合事業の円滑な実施、認知症支援策及び在宅医療・介護連携事業の推進、介護保険施設等の整備に向けた公募選定な
ど、第９期計画に掲げる各取り組みを進めた。

― ― ― ― ―

保険給付費及び地域支援事業費の実績値／計画値×100 ―

― ― ― ― ―

96 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

「ひらかた高齢者保健福祉計画21」に係る取り組みが確実に
推進される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

計画の進捗状況

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6

「ひらかた高齢者保健福祉計画21」の改訂および推進
に係る事務を実施する。

回 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,921 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 2,921 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,921 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との協議や調整（適宜）
・定期モニタリング等を通じて、適正な管理運営が行われているかの確認。
・施設の必要な保守や修繕対応。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

安全に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等が実施され、市立くずは北デイサ―ビスセンタ―利用者の心身の健
康と福祉の増進が図られること。

対象者(受益者) 市立くずは北デイサ―ビスセンタ―利用者/在宅で介護をしている家族

現状・課題
安全に利用できる施設への通所により、心身の健康と福祉の増進が図られ、在宅にて介護を継続することができる環境
を保つ必要がある。

事業の概要
平成18年4月から、指定管理者制度を導入し、指定管理者として社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会が管理運営
を行っている。
食事や、入浴などの日常生活上の支援や機能訓練を日帰り等で利用できる施設。

年間の主な事務

0.38人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2015（H27）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市デイサ―ビスセンタ―条例、介護保険法、老人福祉法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 224

事務事業名称 市立くずは北デイサ―ビスセンタ―維持管理事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 見直し ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

指定管理者による運営が適切に行われるよう、施設管理運営状況の確認を行うとともに、利用者が安全に施設を利
用できるよう、必要な施設保全や保守点検等を実施していく。また、市立デイサービスセンター在り方検討委員会にお
いて、市立くずは北デイサ―ビスセンタ―の廃止の方向性が示されたことから、今後の跡地活用について「公共施設
マネジメント委員会」等において検討していく。

R７年度
方向性 見直し

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで安全に利用できる施設への通所により、
心身の健康と福祉の増進が図られ、在宅にて介護を継続することができる環境を保つ。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

修繕等に係る経費で積算金額が、１件３０万円以上の事案（保全計画を含む）である市の負担分は０件、１件３０万円未満を含む指定管理者実施分は5
件あった。他に指定管理者にて８件の建築設備等保守管理業務保守点検等を行った。

0 ― ― ― 日

保守点検や修繕、補修工事の実施回数より算出 修繕などで利用者の利用制限を行った日数

3 3 3 3 日

5 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

3 3 3 3 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

利用者の安全快適な利用環境が保たれる。

指
標

必要な修繕、補修工事の実施回数

指
標

利用制限を日数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

必要な修繕、補修工事等を実施する。 回 0 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,198 ー ー ー 2,226

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,505 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,198 ー ー ー 2,226 98.7%

　人件費計 1,307 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,307 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との協議や調整（適宜）
・定期モニタリング等を通じて、適正な管理運営が行われているかの確認。
・施設の必要な保守や修繕対応。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

安全に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等が実施され、枚方市立デイサ―ビスセンタ―利用者の心身の健康と
福祉の増進が図られること。

対象者(受益者) 市立デイサ―ビスセンタ―利用者/在宅で介護をしている家族

現状・課題
安全に利用できる施設への通所により、心身の健康と福祉の増進が図られ、在宅にて介護を継続することができる環境
を保つ必要がある。

事業の概要
平成18年4月から、指定管理者制度を導入し、指定管理者として社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会が管理運営
を行っている。
食事や、入浴などの日常生活上の支援や機能訓練を日帰り等で利用できる施設。

年間の主な事務

0.17人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1997（H9）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市デイサ―ビスセンタ―条例、介護保険法、老人福祉法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 225

事務事業名称 市立デイサ―ビスセンタ―維持管理事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、指定管理者による運営が適切に行われるよう、指定管理者運営状況の確認を行うとともに、利用者が安全
に施設を利用できるような、必要な施設保全や保守点検等を実施していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで安全に利用できる施設への通所により、
心身の健康と福祉の増進が図られ、在宅にて介護を継続することができる環境を保つ。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

修繕等に係る経費で積算金額が、30万円以上の事案（保全計画含む）は市負担で修繕等が2件、30万円未満の事案は指定管理者負担が2件、他に指
定管理者が１6件の建築設備等保守管理業務保守点検等を行った。

0 ― ― ― 日

保守点検や修繕、補修工事の実施回数より算出 修繕などで利用者の利用制限を行った日数

3 3 3 3 日

4 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

3 3 3 3 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

利用者の安全快適な利用環境が保たれる。

指
標

修繕や補修工事等の実施回数

指
標

利用制限を日数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

必要な修繕、補修工事等を実施する。 回 4 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,198 ー ー ー 2,226

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,505 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,198 ー ー ー 2,226 98.7%

　人件費計 1,307 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,307 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との協議や調整（適宜）
・定期モニタリング等を通じて、適正な管理運営が行われているかの確認。
・施設の必要な保守や修繕対応。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

安全に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施され、枚方市立特別養護老人ホ―ム利用者が心身の健康と
福祉の増進が図られること。

対象者(受益者) 枚方市立特別養護老人ホ―ム利用者

現状・課題
利用者の心身の健康と福祉の増進が図られ、また安全に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施する必要
がある。

事業の概要
平成18年4月から、指定管理者制度を導入し、指定管理者として社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会が管理運営
を行っている。
常時介護が必要で、在宅での生活が困難な人が入所して、日常生活上の支援や介護が受けられる施設。

年間の主な事務

0.17人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1993（H5）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市立特別養護老人ホ―ム条例、介護保険法、老人福祉法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 226

事務事業名称 市立特別養護老人ホ―ム維持管理事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、指定管理者による運営が適切に行われるよう、施設管理運営状況の確認を行うとともに、利用者が安全に
施設を利用できるよう、必要な施設保全や保守点検等を実施していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで、利用者が心身の健康と福祉の増進が図
られる環境を保つこと。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

修繕等に係る経費で積算金額が、30万円以上の事案（保全計画含む）は市負担で修繕等が2件、30万円未満の事案は指定管理者負担が1１件、他に指
定管理者が１６件の建築設備等保守管理業務保守点検等を行った。

0 ― ― ― 日

保守点検や修繕、補修工事の実施回数より算出 修繕などで利用者の利用制限を行った日数

3 3 3 3 日

13 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

3 3 3 3 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

利用者の安全快適な利用環境が保たれる。

指
標

必要な修繕、補修工事等の実施回数

指
標

利用制限を日数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

必要な修繕、補修工事等を実施する。 回 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 528 ー ー ー 840

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,911 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 528 ー ー ー 840 62.9%

　人件費計 2,383 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,383 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・指定管理者との協議や調整（適宜）
・定期モニタリング等を通じて、適正な管理運営が行われているかの確認。
・施設の必要な保守や修繕対応。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

安全に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施され、総合福祉会館デイサ―ビスセンタ―利用者の心身の健
康と福祉の増進が図られている状態。

対象者(受益者) 総合福祉会館デイサ―ビスセンタ―利用者/在宅で介護をしている家族

現状・課題 安全に利用できる施設への通所により、心身の健康と福祉の増進を図れ、在宅にて介護を継続することができる。

事業の概要

平成１８年３月まで枚方市立総合福祉会館デイサ―ビスセンタ―の運営及び維持管理業務を社会福祉法人四天王寺福祉
事業団に委託していた。平成１８年４月からは、指定管理者制度を導入し、現在の指定管理者として、社会福祉法人大阪
府母子寡婦福祉連合会が管理運営を行っている。（令和5年度～令和9年度の５年間）
食事や、入浴などの日常生活上の支援や機能訓練を日帰り等で利用できる施設。

年間の主な事務

0.31人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1998（H10）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市デイサ―ビスセンタ―条例、介護保険法、老人福祉法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 227

事務事業名称 総合福祉会館デイサ―ビスセンタ―維持管理事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、指定管理者による運営が適切に行われるよう、指定管理者運営状況の確認を行うとともに、利用者が安全
に施設を利用できるような、必要な施設保全や保守点検等を実施していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や指定管理者の管理運営が適正に実施されていることを定期モニタリングなどを通して確認することで安全に利用できる施設への通所により、
心身の健康と福祉の増進が図られ、在宅にて介護を継続することができる環境を保つ。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

修繕等に係る経費で積算金額が、１件３０万円以上の事案（保全計画を含む）は市の負担で１件、１件３０万円未満を含む指定管理者実施分はで３件あっ
た。
総合福祉会館の建築設備等保守管理業務は他の指定管理者が行っており、総合福祉会館デイサービスセンターの指定管理者は必要に応じて按分で費
用負担している。

― ― ― ― ―

予算化した案件のうち執行できた件数 ―

― ― ― ― ―

1 ― ― ― 件

R7 R8 R9 単位

1 1 1 1 件

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

モニタリング等で判明した施設の不具合等について対応す
る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

修繕、補修工事等の実施回数（目標値はR6実績）

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6

必要な修繕、補修工事等を実施する。 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 1,560 ー ー ー 1,560

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 4,328 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 1,560 ー ー ー 1,560 100.0%

　人件費計 2,768 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,768 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

高齢者の外出支援につながる事業に参加した65歳以上の市民を対象にひらかたポイントを付与する。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

高齢者が外出する機会が増え、健康づくりや介護予防につながる。

対象者(受益者) 高齢者

現状・課題 高齢者が出かける意欲・体力がない。/高齢者が出かける場所、仲間をつくる場がない。

事業の概要
高齢者の外出支援につながる事業に参加した65歳以上の市民を対象にひらかたポイントを付与する。ひらかたポイント
は市内の協力店舗で1ポイント1円としての利用や京阪バスポイントへの交換ができるほか、年度内に65歳以上となる市
民（市内在住・在職）の方はタクシ―ク―ポン（大阪タクシ―共通乗車券）にも交換できる。

年間の主な事務

0.36人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2019（H31）年度 ～ 事業終了予定 ： 2024(R6)年度

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 232

事務事業名称 高齢者お出かけ推進事業



① 事業 事業 事業 事業

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 廃止 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

Ｒ４年度より高齢者の外出支援につながる事業に参加した市民に直接ひらかたポイントの付与を開始した。
本事業としては、ひらかたポイント付与対象事業である「高齢者居場所への参加」にかかるポイント付与に関して、地
域包括支援センターに一部事務を委託していたが、ひらかたポイントアプリにデジタルスタンプ機能を搭載し、ひらか
たポイントアプリを用いた付与方法に見直したことにより委託業務も不要となったことから、本事業を「ひらかたポイ
ントポイント事業」に統合することとしたため、本事業はR6年度をもって廃止とする。

R７年度
方向性 廃止

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

ひらかたポイント事業で、高齢者の外出支援を含めた健康づくり活動を推進し、高齢者の健康行動を「後押し」する。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ほとんどの事業で参加者数が増加したことで、ひらかたポイント付与数も大幅な増加となった。特に「高齢者居場所への参加」では顕著で、ひらかたポ
イント付与対象の高齢者居場所が増えたことが参加者数の増加の要因となった。また、獲得したひらかたポイントを市内の協力店舗で利用したり、阪バ
スポイント等へ交換するなど、６５歳以上の利用者のポイント利用率の増加にもつながった。

21,475 ― ― ― 人

ひらかたポイント付与実績から算出 ポイント付与事業の参加者数実績から算出

14,000 ― ― ― 人

493,960 ― ― ― ポイント

R7 R8 R9 単位

250,000 ― ― ― ポイント

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ひらかたポイントを貯めるため、外出支援につながる事業等
に参加する高齢者が増加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

高齢者が外出する機会が増え、健康づくりや介護予防につな
がる。

指
標

高齢者お出かけ推進事業の付与ポイント数

指
標

高齢者お出掛け推進事業の延べ参加者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

高齢者お出かけ推進事業を実施する。 事業 11 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 12,364 ー ー ー 13,604

歳入計(物件費に充当される特定財源) 10,609 ー ー ー 12,913

その他 29 ー ー ー 30

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 1,780 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 32,067 ー ー ー

1,383

市債 8,800 ー ー ー 11,500

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 22,973 ー ー ー 26,517 86.6%

　人件費計 9,094 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 9,094 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 1.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・受付業務
・屋外清掃等業務はシルバ―人材センタ―に委託
・施設の維持管理
・教養講座等の開催

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

楽寿荘利用者が、施設を安心して安全快適に利用することができ、心身の健康と福祉の増進を図っている。

対象者(受益者) 楽寿荘利用者

現状・課題 楽寿荘を利用する利用者が、安全・快適に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施する必要がある。

事業の概要

老人福祉法第20条の７に規定する老人福祉センタ―として、施設を市民活動の場として提供するとともに、主に高齢者
に対して、健康の増進、教養の向上及びレクリエ―ション等の事業を行う。また、施設の管理は、直営で実施しており、施
設の補修等維持管理も行っている。利用時間は、午前10時から午後8時30分（毎週木曜日及び年末年始は休館）老朽化
による改修工事のため、平成22年8月31日より一時休館。23年4月1日にリニュ―アルオ―プン。

年間の主な事務

0.49人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2000（H12）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 老人福祉法第20条の７、枚方市立老人福祉センタ―楽寿荘条例

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 234

事務事業名称 楽寿荘維持管理事業



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、利用者が、安全・快適に施設を利用できるよう必要な施設保全や保守点検を実施するとともに、施設の一
層の利用促進に向けた取り組みを検討していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

施設の維持補修や教養講座等の実施を行うことで、利用者が施設を安心して安全快適に利用することができ、心身の健康と福祉の増進を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

防犯灯とトイレの修繕を行った。
楽寿荘の年間延べ利用者数は22,474人で、前年から増加した。

22,474 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

回

― ― 人

教養講座等の実施回数より算出 利用者数により算出

21,000 21,000 21,000 21,000 人

152 ― ― ― 回

講座等への参加をきっかけとする利用者の増加。

指
標

教養講座等の実施回数

指
標

利用者数

R6 R7 R8 R9

説
明

利用者の心身の健康と福祉の増進が図られる。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

140 140 140 140

0 ― ― ― 日

保守点検や修繕、補修工事の実施回数より算出 修繕などで利用者の利用制限を行った日数

1 1 1 1 日

6 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

4 4 4 4 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

施設の維持管理を行う。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

利用者の安全快適な利用環境が保たれる。

指
標

保守点検や修繕、補修工事の実施回数

指
標

利用制限を日数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

教養講座等の実施 回 152 ー ー ー

保守点検や修繕、補修工事の実施 回 6 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,349 ー ー ー 5,853

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 11,115 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,349 ー ー ー 5,853 91.4%

　人件費計 5,766 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,766 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・敬老のつどいの開催
・米寿（88歳）の方への記念品配送手続き
・最高齢者への表敬訪問に係る事務及び特別職の調整
・100歳の方への祝福電報送付手続き、内閣総理大臣からの祝い状及び記念品配付準備

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市民が広く高齢者福祉に関心と理解を深めるとともに、高齢者自ら、生きがいをもって生活できるよう高い意欲を持っ
ている状態。

対象者(受益者) 高齢者/高齢者福祉に関心と理解が少ない市民

現状・課題
高齢者向けのイベントが少なく、日ごろの楽しみや生きがいを創出する機会が必要。/高齢者を敬愛し、長寿を祝うことに
より、市民が広く高齢者福祉に関心と理解を深める機会が必要。

事業の概要

毎年9月を高齢者保健福祉月間として啓発イベント等を開催する。　
①「敬老のつどい」を開催　
　一部：高齢社会憲章朗読、優良老人クラブ・優良ひとり暮らし老人会の表彰、高齢者保健福祉月間啓発標語の特選作品
の発表と表彰。
　二部：プロによるアトラクション（アトラクションは委託）
②長寿祝品の配付　　満年齢で米寿（88歳）の方に長寿をお祝いする記念品を届ける。
③最高齢者表敬訪問、１００歳高齢者祝福事業　　市長または市の理事者が最高齢者を訪問し、花束及び記念品を贈呈す
る。また、100歳を迎える方に市からのお祝い電報（※）及び内閣総理大臣からの祝い状及び記念品を届ける。（※R3年
度より。R2年度までは祝い状及び祝い品の贈呈。）
④高齢者保健福祉月間啓発標語の募集　　市民に呼びかけて標語を募集し特選・入選作品を決定し、賞状・記念品を贈呈
するとともに、敬老のつどいで発表

年間の主な事務

0.75人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1968（S43）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 235

事務事業名称 敬老事業



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

③ 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

「敬老のつどい」参加者の満足度で、「満足した」と回答した人は約７0％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

高齢者保健福祉月間啓発標語の応募件数 「満足」と回答した人数／回答人数×1００

90 90 90 90 ％

83 ― ― ― 件

R9 単位

67 67 67 67 件

82 ― ― ― ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

応募作品の中から特選・入選作品を決定し、賞状・記念品を
贈呈するとともに、敬老のつどいで発表する。

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

82 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

市民の高齢者福祉に対する関心と理解、また、高齢者の生き
がいや意欲の向上が図られる。

指
標

高齢者保健福祉月間啓発標語の応募件数

指
標

「敬老のつどい」参加者の満足度
【「満足」と回答した人数／回答人数×1００】

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8

人

― ― ％

米寿祝品の配付人数及び、最高齢者と1００歳高齢者祝福事業の人数 「満足」と回答した人数／回答人数×1００

90 90 90 90 ％

2,379 ― ― ― 人

市民の高齢者福祉に対する関心と理解、また、高齢者の生き
がいや意欲の向上が図られる。

指
標

米寿祝品の配付人数及び、最高齢者と1００歳高齢者祝福事
業の人数

指
標

「敬老のつどい」参加者の満足度
【「満足」と回答した人数／回答人数×1００】

R6 R7 R8 R9

説
明

高齢者自らの生活の向上に努める意欲が高まる。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

2,453 2,767 2,832 3,048

82 ― ― ― ％

参加者数（延べ人数） 「満足」と回答した人数／回答人数×100

90 90 90 90 ％

772 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

1,486 1,486 1,486 1,486 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

多くの市民が高齢者福祉に関心を持つ。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民の高齢者福祉に対する関心と理解、また、高齢者の生き
がいや意欲の向上が図られる。

指
標

「敬老のつどい」の参加者数

指
標

「敬老のつどい」参加者の満足度
【「満足」と回答した人数／回答人数×100】

R6 R7 R8 R9 単位 R6

高齢者保健福祉月間啓発標語を募集する。 回 1 ー ー ー

満年齢で米寿（88歳）の方に長寿をお祝いする記念品
を届ける。市長または市の理事者が最高齢者を訪問
し、花束及び記念品を贈呈する。1歳を迎える方に市か
らのお祝い電報及び内閣総理大臣からの祝い状及び
記念品を届ける。

回 1 ー ー ー

「敬老のつどい」を開催する。 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、同様の手法により事業実施予定
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

R6
年度

①「敬老のつどい」
枚方市総合文化芸術センター関西医大ホールにて開催。
②長寿祝の配布
満年齢で米寿（88歳）の方2,266人に記念品（飯碗）を送付。
③最高齢者、100歳高齢者祝福事業
最高齢者（男女）を訪問し花束と記念品を贈呈。100歳を迎える方111人にお祝い電報を送付。
④高齢者保健福祉月間啓発標語の募集
83作品の応募があり、一般部門、中学生以下部門ともに特選1作品、入選１作品を選定。
各種事業の実施により、高齢者を敬愛するとともに、高齢者福祉への関心と理解を深めることに寄与できた。



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 4,492 ー ー ー 4,355

歳入計(物件費に充当される特定財源) 609 ー ー ー 634

その他 609 ー ー ー 634

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 7,407 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,101 ー ー ー 4,989 102.2%

　人件費計 2,306 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,306 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

管理内容により委託の時期がそれぞれ異なるため、契約更新手続きを行う。
・機械警備：５年契約
・消防設備点検・エレベ―タ―保守点検・清掃業務・自動扉保守点検・貯水槽水道性総点検：3年契約
・空気環境測定・害虫駆除・冷暖房設備保守点検；1年契約
・随時、電灯設備改修実施設計、建築物定期点検、建築設備定期点検、光熱水費の請求など

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

枚方市シルバ―作業所利用者が、施設を安心して安全快適に利用することができ、心身の健康と福祉の増進を図ってい
る。

対象者(受益者) 枚方市シルバ―作業所利用者

現状・課題 枚方市シルバ―作業所の利用者が、安全・快適に利用できるよう必要な施設保全や保守点検等を実施する必要がある。

事業の概要
【施設概要】高齢者に就業の拠点を提供し、高齢者の生きがいを高めるとともに、その能力をいかした活力ある地域社会
作りに寄与することを目的とした施設。
施設設備の維持管理のため、各種保守点検業務等を委託により実施している。

年間の主な事務

0.30人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1993（H5）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 維持管理区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 236

事務事業名称 枚方市シルバ―作業所維持管理事業



① 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、施設の維持管理を適正に行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

枚方市シルバ―作業所利用者が安心・安全に施設利用ができるよう、施設の維持管理を適正に行う。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

施設の維持管理に必要な清掃業務委託やエレベーター保守委託などを行った。安心・安全な施設の利用に寄与できたと考えられる。

― ― ― ― ―

決算額/当初予算額×100 ―

― ― ― ― ―

0 ― ― ― %

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 %

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

枚方シルバ―作業所が適正に維持管理されている。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

修繕料、補修工事費に係る当初予算額に対する決算額の割
合。

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6

必要な保守点検等を実施する。 件 10 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 69

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,383 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 69 0.0%

　人件費計 2,383 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,383 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

講座開催の周知（広報掲載）、申込受付、会場や講師との調整等

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

高齢者等がスマ―トフォン等のICT機器を活用し、市政情報などを迅速かつ適切に取得しながらいきいきと暮らせる。

対象者(受益者) スマ―トフォン等を保有していない高齢者、スマ―トフォン等を保有しているが、十分に活用できていない高齢者

現状・課題 スマ―トフォン等のICT機器を十分に活用できないため、市政情報などの迅速かつ適切な取得が難しい。

事業の概要
スマ―トフォンなどのＩＣＴ機器の活用は、生活の利便性を向上させるだけでなく、災害などの危機事象発生時において
は、市からの情報を迅速に取得して適切な避難行動につなげることができるため、民間事業者などと連携したスマ―ト
フォン講座の開催などにより、高齢者のＩＣＴ活用をソフト面でサポ―トする体制の充実を図る。

年間の主な事務

0.31人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： R3年度（2021年度） ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 該当なし

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 240

事務事業名称 高齢者のICT利用促進事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、通信事業者との連携協定や、総務省のデジタル活用支援推進事業を活用し、高齢者向けのたスマホ教室を
実施していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

多くの高齢者がスマ―トフォン等のICT機器を活用し、市政情報などを迅速かつ適切に取得できるようになる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和６年度は、市内生涯学習市民センター等において44回スマートフォン講座を開催した。459人参加され、約8割の受講者が講座の内容に満足し、
高齢者のＩＣＴ活用に支援できた。

81 ― ― ― ％

スマ―トフォン教室などへの参加者数 満足、概ね満足と回答した人／アンケ―ト回答者数×100％

70 70 70 70 ％

459 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

200 200 200 200 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

高齢者等がスマ―トフォン教室等に興味を持ち参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

高齢者がスマ―トフォン等のICT機器を活用し、いきいきと
暮らせる。

指
標

スマ―トフォン教室などへの参加者数

指
標

スマホ教室参加者等へのアンケ―トで「概ね満足」と回答した人
の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

通信事業者等と連携し、スマ―トフォン教室などを開催
する。

回 44 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 16,445 ー ー ー 18,029

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 18,444 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 16,445 ー ー ー 18,029 91.2%

　人件費計 1,999 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,999 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・各種団体からの申請受付や許可通知などの処理。
・契約業者との調整。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

障害者や高齢者が福祉バスを利用することで、外出や社会参加の機会が増え、健やかに生きがいを持って暮らすことが
できる手段を提供すること。

対象者(受益者) 福祉バスを利用する団体に加入している障害者や高齢者

現状・課題 外出するための費用が負担となり、障害者や高齢者の外出する手段、機会が減少している。

事業の概要
総合福祉センタ―の送迎に供しない日を、福祉バスとして利用している。
１．福祉バス運行日　金曜日、日曜日
２．送迎バス運行日　火曜日、木曜日

年間の主な事務

0.26人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2004（H16）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 10.障害者が自立し、社会参加ができるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 リフト付きバス利用要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 244

事務事業名称 福祉バス運行委託事業



① 日 日 日 日

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 見直し ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

バスの老朽化により車両の借り換えを行ったことに伴い、令和５年度より一般道のみ往復150㎞以内の走行等に変
更となった。現車両の利用が令和９年度末まで（令和10年度以降は車両更新が必要）であるため、福祉バスに代わる
補助金制度の創設を検討し、福祉バス事業の見直しを行う。

R７年度
方向性 見直し

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

福祉バスを利用することで、障害者や高齢者が外出や社会参加の機会が増え、健やかに生きがいを持って暮らすことができる機会が増えること。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

延べ980人（43回）の利用があり、昨年度より増加した。今後も障害者や高齢者が外出や社会参加の機会の確保に努めるよう運用していく。

980 ― ― ― 人

福祉バスの利用実績より算出 福祉バスの延べ利用者数より算出

980 980 980 980 人

43 ― ― ― 件

R7 R8 R9 単位

40 40 40 40 件

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

福祉バスが運行される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

障害者や高齢者の外出や社会参加が増える。

指
標

福祉バスの利用実績件数

指
標

福祉バスの延べ利用者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

福祉バスの運行管理。(運行可能日数) 日 103 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 314

歳入計(物件費に充当される特定財源) 1,679 ー ー ー 600

その他 1,679 ー ー ー 600

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,067 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 914 ー ー ー 914 100.0%

　人件費計 1,153 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,153 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

補助金交付
清掃費用契約
防火対象物点検契約

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

サポ―トセンタ―が、その場所を必要とする方に対して永続的に開かれ、今後もいっそう市の更生保護の推進に寄与す
ること。

対象者(受益者) 拠点があることによって充実した活動を行える保護司/罪を犯した人

現状・課題
更生のためには本人の意思とともに周囲の協力が不可欠だが、刑期を終えて出所された方を受け止めるための受け皿
が少ない。/更生させ、再犯を防止するためには、本人との面談等を通じた信頼関係の構築・居場所づくり・就職援助等、
多岐にわたる課題があり、保護司がそれらの活動を安心かつ安全に行える拠点が必要。

事業の概要
地域における更生保護の活動拠点として、平成25年10月に設置された枚方・交野地区更生保護サポ―トセンタ―の運
営を行う枚方・交野地区保護司会を支援する。

年間の主な事務

0.15人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方･交野地区更生保護サポ―トセンタ―支援補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2013（H25）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 任意的区分

施策目標 3.暮らしに身近な安全が確保されたまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方・交野地区更生保護サポ―トセンタ―支援補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 254

事務事業名称 更生保護サポ―トセンタ―運営補助事業



① 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

更生保護活動を円滑に実施するため、今後も引き続き支援を行う。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

更生保護サポ―トセンタ―が犯罪をした者等との面談の場所として活用される。→保護司の担い手の維持

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

更生保護サポートセンターの開所日数、アウトカム指数いずれも目標指数には及ばなかった。

187 ― ― ― 件

開所日数 更生保護サポ―トセンタ―への電話対応、来所件数の合計

245 245 245 245 件

237 ― ― ― 日

R7 R8 R9 単位

245 245 245 245 日

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

更生保護サポ―トセンタ―を開所することができる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

保護司活動を安心かつ安全に行うことができる。

指
標

開所日数

指
標

センタ―における電話、来所等の対応件数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

更生保護サポ―トセンタ―への補助金交付 千円 914 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 290 ー ー ー 1,065

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 828 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 290 ー ー ー 1,065 27.2%

　人件費計 538 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 538 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

補助金交付申請受付、補助金交付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

事業の実施により、骨髄等の提供者及び骨髄バンクのドナ―登録者が増え、骨髄移植を必要とする患者が移植を受ける
機会を増やす。

対象者(受益者) 骨髄バンクドナ―になっている、あるいはなる意志のある市民/メインタ―ゲットの市民が従事している。

現状・課題
骨髄・末梢血幹細胞提供にあたり、平日の日中に複数回に渡って医療機関へ出向くことが必要であるため、負担が大き
い。

事業の概要
白血病などの血液疾患の治療に必要となる骨髄・末梢血幹細胞提供者（ドナ―）は、提供にあたり、平日の日中に複数回
に渡って医療施設に出向くことが必要であるため、ドナ―及びドナ―が従事している事業所に対し、助成金を交付するこ
とにより、骨髄等移植及びドナ―登録の推進を図る。

年間の主な事務

0.07人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 骨髄バンクドナ―助成金 補助金性質： その他補助

事業期間 事業開始 ： 2020（R2）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 6.誰もがいつまでも心身ともに健康に暮らせるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市骨髄バンクドナ―助成金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 257

事務事業名称 骨髄バンクドナ―支援事業



① 回 回 回 回

② 冊 冊 冊 冊

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

庁内及び関係各所へのチラシの配付等により周知に努める。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

骨髄等の提供者及び骨髄バンクのドナ―登録者が増える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ドナーに対し、2件の助成金を交付することができた。

1,384 ― ― ― 人

ドナ―支援事業申請者数 市内における骨髄バンクのドナ―登録者数

1,350 1,400 1,450 1,500 人

2 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

5 5 5 5 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

骨髄・末梢血幹細胞の提供が完了し、他の補助金等の交付を
受けていない方による助成金の申請が増える。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

助成金による支援により、骨髄バンクのドナ―登録者が増加
する。

指
標

ドナ―支援事業申請者数

指
標

市内における骨髄バンクのドナ―登録者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

事業に関する各種啓発冊子等の配布 冊 0 ー ー ー

骨髄バンクドナ―支援事業に関する周知・啓発を行う。 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 19,187 ー ー ー 20,687

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 19,802 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 19,187 ー ー ー 20,687 92.7%

　人件費計 615 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 615 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・交付申請（４月）
・交付決定・支払い（５月）
・交付金額確定（３月）
・実地調査（４月）
・清算（５月）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

日曜日・祝日・年末年始に歯科急病を発症した場合でも、応急的治療を受けることができる。

対象者(受益者) 救急患者/枚方市歯科医師会

現状・課題 日曜日・祝日・年末年始に歯科急病を発症した場合、一般の歯医者では診療を行っていないため治療が受けられない。

事業の概要

本市の休日における歯科急病診療需要に応えるため、歯科医師会が開設している休日歯科急病診療所を補助する。
・休日歯科急病診療所は、歯科医師会の補助事業として、歯科急病患者の応急的治療を目的に、日曜日・祝日・年末年始
に枚方市医師会館内において開設している。
・診療時間は午前10時～正午までと午後1時30分～午後5時まで。

年間の主な事務

0.08人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方休日歯科急病診療所運営補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 1987（S62）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 8.安心して適切な医療が受けられるまち 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方休日歯科急病診療所運営補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 269

事務事業名称 休日歯科急病診療所補助事業



① 円 円 円 円

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も継続して、実施する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「安心して適切な医療を受けられる環境が整っていると感じますか」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答する人の割合が
65％を超える。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

受診者数は見込みを下回る結果であったものの、日曜・祝日・年末年始すべて診療体制を整えており、休日の歯科急病医療体制を確保することで、救
急で来院した患者に対して適切な医療を提供することができた。

686 ― ― ― 人

開設日/日曜日・祝日・年末年始 年間受診者数

700 700 700 700 人

100 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

日曜日・祝日・年末年始における歯科急病受け入れ体制を確
保・維持できる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

日曜日・祝日・年末年始に歯科急病を発症した場合でも、応
急的治療を受けることができる。

指
標

開設割合

指
標

年間受診者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

実地調査 回 1 ー ー ー

交付金額 円 19,186,672 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 8,064 ー ー ー 8,134

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,294 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 8,064 ー ー ー 8,134 99.1%

　人件費計 1,230 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,230 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・保護司会の運営に対する補助金の交付
・社会を明るくする運動への協力
・再犯防止推進連絡会の立ち上げ

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

事務局が機能することで、関係組織との協力体制がいっそう円滑に行われるなど保護司会活動が推進され、市の更生保
護が推進される。

対象者(受益者)
事務局を置くことによって充実した活動を行える保護司/・罪を犯した人
・罪を犯した人の更生や、非行の防止を援助することにより地域で安心して暮らせる市民全体

現状・課題
保護司の多岐にわたる職務を支援する事務局としての立場が必要。/更生援助や非行の防止のためには、保護司だけで
なく各更生保護関係組織（更生保護女性会・ＢＢＳ会・協力雇用主会等）とも密に連携する必要があり、各構成団体を繋ぐ
役割を担う事務局としての立場が必要。

事業の概要
「社会を明るくする運動」の中心的存在でもある保護司会の運営にかかる事務を円滑に遂行できるよう、枚方市社会福
祉協議会を支援する。

年間の主な事務

0.16人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方市保護司会運営事務補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2009（H21）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 275

事務事業名称 保護司会運営補助事業



① 千円 千円 千円 千円

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、保護司が更正保護活動を円滑に行うために支援するとともに、枚方市社会福祉協議会が事務を円滑に遂
行できるよう補助する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

再犯防止への市民理解の向上（協力意向アンケ―ト結果の向上＜令和５年度：9.6％＞）

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

アウトカム指標は目標まで近い数字になったものの目標達成まで届かなかった。また、アウトプットにおいても保護司の人数が減少傾向にあり目標に
届かなかった。

9 ― ― ― 件

枚方地区で保護司として委嘱されている人数 保護司が出席する定例会、校区懇談会開催回数

12 12 12 12 件

79 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

93 93 93 93 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

枚方市社会福祉協議会に事務局が設置される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

保護司会の運営にかかる事務及び社会を明るくする運動の
事務が円滑に実施できる。

指
標

保護司の人数（枚方地区のみ）

指
標

保護司会活動数（定例会、校区懇談会の開催回数）

R6 R7 R8 R9 単位 R6

再犯防止推進連絡会の実施 回 0 ー ー ー

枚方市保護司会運営事務補助金を交付する。 千円 8,064 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 17,722 ー ー ー 17,839

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 23,257 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 17,722 ー ー ー 17,839 99.3%

　人件費計 5,535 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,535 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

民生委員児童委員協議会の事務局事務を行う社会福祉協議会を支援する。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

事務局が設置されることで、民生委員・児童委員の活動が円滑に推進され、市民の福祉が向上する。

対象者(受益者) 拠点・事務局があることによって充実した活動を行える民生委員・児童委員

現状・課題 民生委員・児童委員の多岐にわたる活動にあたり、事務的な支援が必要。

事業の概要 民生委員児童委員協議会の事務局事務を行う社会福祉協議会を支援する。

年間の主な事務

0.72人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助金 補助金性質： 制度的補助

事業期間 事業開始 ： 2003（H15）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金事務補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 282

事務事業名称 民生委員児童委員協議会事務補助事業



① 人 人 人 人

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、枚方市民生委員児童委員協議会の事務局を担う枚方市社会福祉協議会に対する補助を通し、社会福祉の
増進を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

活動を円滑に行い、働く現役世代の民生委員の成り手を増加させることで、民生委員の充足率を上げる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

令和６年度末の民生委員・児童委員の充足率は約85％となっており、大幅な増加には至っていない。令和７年度の一斉改選に向けて、民生委員活動の
支援の一環として「民生委員なんでもサイト」の運用を開始した。今後も事務局と連携しながら充足率の維持向上に向けて取り組む必要がある。

9,271 ― ― ― 件

役員会・校区委員長会　開催日数 民生委員・児童委員の延べ活動件数

11,000 11,000 11,000 11,000 件

11 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

10 10 10 10 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

民生委員児童委員協議会事務局が設置される。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

民生委員・児童委員の活動が円滑に推進され、市民の福祉が
向上する。

指
標

役員会・校区委員長会の開催日数

指
標

民生委員・児童委員の延べ活動件数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助
金を交付する。(３月31日時点の民生委員委嘱者数）

人 463 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 20 ー ー ー 600

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 789 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 20 ー ー ー 600 3.3%

　人件費計 769 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 769 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・講演会・映画会などの啓発イベントの実施
・啓発冊子の配布

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市民や本市職員がハンセン病問題について深く理解し、偏見と差別のない社会が実現することで、ハンセン病回復者等
が地域社会から孤立することなく、良好かつ平穏な生活を営むことができるようになる。

対象者(受益者) 市民/本市職員

現状・課題 ハンセン病に対する誤解や偏見などが残っており、正しい知識を持ち合わせていない市民への啓発。

事業の概要

ハンセン病回復者等が地域社会から孤立することなく、良好かつ平穏な生活を営むことができるような社会の構築のた
め、本市職員及び市民の人権意識の向上を図る。
ハンセン病回復者等に対する偏見と差別のない社会の実現に向けて、市民等を対象とした講演会及び映画会の開催、ち
らし・リ―フレット等の配布により、ハンセン病問題に関する啓発を行う。

年間の主な事務

0.10人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2009（H21）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 11.すべての人がお互いの人権を尊重しあうまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 ハンセン病問題の解決の促進に関する法律

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 283

事務事業名称 ハンセン病問題解決に係る啓発事業



① 回 回 回 回

② 冊 冊 冊 冊

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、啓発を行い、本市職員及び市民の人権意識の向上を図る。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民意識調査で「一人ひとりが人権を尊重し合えていると感じていますか。」という質問に対し、「感じている」「やや感じている」と回答した人は約30％を超える

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

枚方市健康・医療・福祉フェスティバルにて啓発ブースを設置した。
啓発を目的に作成した市民向けリーフレットを新たに作成し、関係課の窓口に設置し市民に配布した。

64.8 ― ― ― ％

イベント等の参加者数
啓発事業来場者アンケ―トで、「人権意識が向上した」と回答した人の数
／回収数

80 80 80 80 ％

388 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

300 300 300 300 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

イベント等に市民等が参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

市民等の人権意識の向上が図られる。

指
標

イベント等の参加者数

指
標

人権意識の向上につながった人の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

啓発冊子を配布する。 冊 875 ー ー ー

講演会及び映画会などの啓発事業を実施する。 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 102 ー ー ー 180

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 180

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 1,387 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

102

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 3 ー ー ー 180 1.7%

　人件費計 1,384 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,384 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

政令による法定受託事務で、申請の受付、府に対する進達事務など。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

市内すべての弔慰金受給権者が申請を行い、弔慰金を受け取る。

対象者(受益者) 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求をしたいという意向を持つ市民

現状・課題
先の大戦で公務等のために国に殉じた元軍人、軍属および準軍属に対して、弔慰の意を表すことを目的とした国からの
弔慰金を受け取りたい。

事業の概要 特別弔慰金、特別給付金等の請求受理・送付業務・戦没者慰霊事業等の連絡業務・その他、援護関係ＰＲ業務

年間の主な事務

0.18人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 非選択的区分

施策目標 13.平和の大切さを後世に伝えるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 ①戦没者及び戦傷病者の妻に対する特別給付金支給法　②戦没者等の遺族に対する特別弔慰金支給法　等

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 298

事務事業名称 遺家族援護事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も円滑な申請受付及び国債交付に努める。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

申請件数はおおむね想定どおりであった。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

特別弔慰金・特別給付金の申請件数 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,224 ー ー ー 5,295

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,839 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,224 ー ー ー 5,295 98.7%

　人件費計 615 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 615 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・補助金交付
・献血推進協議会及び研修会への出席
・夏期及び冬期街頭キャンペ―ンへの参加

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

事業が継続されることで、年間を通しての継続的な献血量が確保される。

対象者(受益者)
市民全般（血液を必要とする市民や、献血者数が減少していることから、献血経験がない・献血思想がない市民に対して
も献血推進活動を行っている）

現状・課題
血液を必要としているが、安心して輸血を受けられる体制が整っておらず、血液が不足している。
献血についての知識や経験がないことから、献血者数が低下している。

事業の概要
枚方市社会福祉協議会が献血推進協議会を設置し、事業計画に基づく献血事業を毎年展開。
京阪枚方市駅、樟葉駅前での街頭キャンペ―ンをはじめ、校区福祉委員会との連携あるいは高校、大学の学域、事業所、
病院、市役所等の職域などの関係機関・団体にも協力を依頼するなど、献血活動を推進。

年間の主な事務

0.08人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方市献血推進事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市献血推進事業補助金交付要項

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 302

事務事業名称 献血推進事業



① 団体 団体 団体 団体

② 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

駅前での街頭キャンペーンや献血ルーム取材の記事の掲載等の啓発活動を行うとともに、各関係機関の協力を得な
がら、引き続き献血活動を推進していく。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

地域での献血実施回数の向上

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

啓発活動を行い、枚方市駅周辺の商業施設のオープンに伴い一時的に献血ルーム利用者数が増加したものの、採血者数は目標を大きく下回る値と
なっている。

19,138 ― ― ― 件

これまでの実績より算出 これまでの献血者数より算出

26,000 26,000 26,000 26,000 件

13 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

8 8 8 8 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

補助金の交付を通して、献血推進協議会による献血事業を
推進する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

年間を通しての継続的な献血量が確保される。

指
標

地域における啓発取り組み回数

指
標

採血者数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

献血推進事業補助金交付額 千円 5,224 ー ー ー

献血推進協議会の構成団体数 団体 15 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,351 ー ー ー 5,351

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,735 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,351 ー ー ー 5,351 100.0%

　人件費計 384 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 384 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・補助金交付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

当事者同士の情報交換や交流などをすることができ福祉活動が推進される

対象者(受益者) 枚方市福祉団体連絡会に加盟する福祉団体

現状・課題 遺族会や身体障害者の会など、当事者団体としての活動するにあたり、財源が不足している/

事業の概要

地域福祉活動促進を図るため、福祉団体等を支援する。
①福祉団体助成金
②福祉団体連絡会助成金
③ひとり暮らし老人会運営助成金

年間の主な事務

0.05人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方市福祉活動・福祉団体等補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市福祉活動・福祉団体等補助金交付要項

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 307

事務事業名称 福祉活動・福祉団体等補助事業



① 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

事業の見直しを踏まえ、福祉団体に意見聴取を行い、今後の事業にあり方について引き続き検討する。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

当事者同士の情報交換や交流などをすることができ福祉活動が推進される

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ひとり暮らし高齢者の会や障害者（児）団体等、各種福祉団体が円滑な組織運営ができるように、事業を適正に執行した。

92 ― ― ― 人

補助金交付団体 参加人数の合計※目標は令和５年度実績

107 107 107 107 人

10 ― ― ― 団体

R7 R8 R9 単位

10 10 10 10 団体

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

各種福祉団体の円滑な組織運営の支援が図られる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

当事者同士の情報交換や交流などをすることができ福祉活
動が推進される。

指
標

活動支援している団体数

指
標

障害者週間啓発キャンペ―ン　一部、二部参加人数の合計

R6 R7 R8 R9 単位 R6

枚方市福祉活動・福祉団体等補助金交付額 千円 5,351 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 8,813 ー ー ー 8,871

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 9,428 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 8,813 ー ー ー 8,871 99.3%

　人件費計 615 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 615 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

補助金交付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

奉仕団の活動が円滑に推進され、赤十字運動が広く展開されることで、市民の福祉が向上する。

対象者(受益者)
拠点・事務局があることによって充実した活動を行える日本赤十字奉仕団/人間の命と健康、尊厳を守る人道の実現を
めざす赤十字運動をはじめ、災害救護、救急法普及や健康生活支援などの各種事業の展開が図られることで、市民全体
が地域で安心して暮らせる。

現状・課題 日本赤十字奉仕団の活動にあたり事務的な支援が必要。

事業の概要 日本赤十字社法第7条の規定に基づく枚方市地区の赤十字活動にかかる事務を行う社会福祉協議会を支援する。

年間の主な事務

0.08人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2003（H15）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 310

事務事業名称 日本赤十字社事務補助事業



① 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、枚方市社会福祉協議会に対する補助を通じて、社会福祉の増進を図る。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

人間の命と健康、尊厳を守る人道の実現をめざす赤十字運動の推進を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

アウトプット指標については、目標値を大幅に上回る結果となったが、アウトカムの「奉仕団による延べ活動件数」は目標に届かなかった。

4 ― ― ― 件

これまでの開催実績数より算出 これまでの活動実績数より算出

13 13 13 13 件

29 ― ― ― 回

R7 R8 R9 単位

14 14 14 14 回

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

日本赤十字奉仕団の活動にあたり事務的な支援が行われ
る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

奉仕団の活動が円滑に推進され、赤十字運動が広く展開さ
れることで、市民の福祉が向上する。

指
標

部会会議開催回数及び管内研修実施回数の合計

指
標

奉仕団による延べ活動件数（地域への啓発活動、街頭募金、炊
き出しなど）

R6 R7 R8 R9 単位 R6

交付金額（日本赤十字社事務補助分） 千円 8,813 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 5,547 ー ー ー 5,583

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,162 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 5,547 ー ー ー 5,583 99.4%

　人件費計 615 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 615 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・補助金交付

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

共同募金会の活動が円滑に推進され、募金活動によって集められた募金が、市内のボランティア活動などの助成に充て
られることで、市民の福祉が向上する。

対象者(受益者)
拠点・事務局があることによって充実した活動を行える共同募金会/募金活動によって集められた募金が、市内のボラン
ティア活動などの助成に充てられることで、市民が地域で安心して暮らせる。

現状・課題 共同募金会各事業の多岐にわたる職務を支援する事務局が必要

事業の概要
社会福祉法にも位置づけられる「共同募金」について、大阪府共同募金会の定款第20条の規定に基づく本市を１地区と
する活動にかかる事務を行う社会福祉協議会を支援する。

年間の主な事務

0.08人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2003（H15）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 民生委員協議会・日本赤十字社・共同募金会事務補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 314

事務事業名称 共同募金会事務補助事業



① 件 件 件 件

② 千円 千円 千円 千円

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、枚方市社会福祉協議会に対する補助を通じて、社会福祉の増進を図る。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

市民からの募金により、市内社会福祉施設やボランティア団体等の助成にあてられる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

補助金の交付により、本市における共同募金会の活動が円滑に行われる環境整備に寄与した。

13 ― ― ― 件

これまでの共同募金の総額実績より算出 これまでの助成事業実績数より算出

12 12 12 12 件

15,814 ― ― ― 千円

R7 R8 R9 単位

19,383 19,383 19,383 19,383 千円

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

補助金の交付により、共同募金会の活動が円滑に推進され
る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

募金活動によって集められた募金が、市内のボランティア活
動などの助成に充てられることで、市民の福祉が向上する。

指
標

共同募金の総額（赤い羽根共同募金と地域歳末たすけあい
募金の合計）

指
標

助成事業数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

共同募金会事務補助事業(交付額) 千円 5,547 ー ー ー

市内募金箱設置箇所数
（市所管施設、社会福祉法人、市内企業等の合計）

件 53 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

会計年度任用職員 0.05人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・市公式SNS及び広報での情報発信
・認知症関連業務に係る会議の出席
・関係団体との調整
・各事業に係る事務手続き

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けるため、認知症の容態の変
化に応じ、すべての期間を通じて、必要な医療、介護及び生活支援を行うサ―ビスが有機的に連携したネットワ―クを形
成し、認知症の人に対して効果的な支援が行われる体制が構築されること。

対象者(受益者) 認知症が疑われる人または認知症の人、その家族/地域住民、医療・介護関係機関等

現状・課題
疾患に伴う、生活上での混乱や周囲とのトラブル等の社会問題の発生し、介護者（家族）の身体的負担及び精神的な負担
が増大している。

事業の概要

①介護方法や介護者の健康づくりや介護者同士の交流などに関する家族介護教室を実施
②認知症高齢者の行方が分からなくなったときに速やかな連絡先への連絡を目的としたひらかた高齢者sosキ―ホル
ダ―事業を実施。
③認知症を正しく理解し見守る認知症サポ―タ―を養成
④認知症の早期対応を目的として、認知症の人や家族に対して、医療と介護の専門職によるチ―ム（認知症初期集中支
援チ―ム）が個別訪問による支援を実施
⑤認知症（疑い含む）の症状が発生した場合に、いつ、どこで、どのような医療や介護サ―ビスを受ければよいかを記載
したガイドブックの認知症ケアパスを配布
⑥地域における認知症カフェ設置を推進するため、設立支援事業として、スタッフの研修等に係る費用を助成。継続支援
として、認知症カフェ登録による周知等を行う。
⑦「認知症施策推進計画」を策定するために、地域住民が基本法について理解を深めるための勉強会、認知症の理解促
進のための普及啓発イベント、認知症の人や家族等の意見を丁寧に聴く場の設置、管内の企業が基本法の趣旨を踏まえ
認知症の人や家族への理解を深めるための勉強会を行う。
⑧40歳以上（介護保険被保険者）を対象に、デジタルツールを活用した脳の健康度測定を実施することにより、自身の
脳の健康に関心をもつきっかけづくりとするとともに、認知機能低下が疑われる方を把握し、介護予防事業への案内等、
社会・医療資源につなぐ。

年間の主な事務

1.97人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 枚方市認知症カフェ設立支援事業補助金（介護特会） 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2000（H12）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等
枚方市家族介護教室事業実施要綱、枚方市徘徊高齢者家族支援サ―ビス事業実施要綱、枚方市家族介護者交流事業実施要綱等
共生社会の実現を推進するための認知症基本法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 320

事務事業名称 認知症総合支援事業



① 件 件 件 件

② 回 回 回 回

③ 回 回 回 回

④ 件 件 件 件

⑤ 人 人 人 人

⑥ 人 人 人 人

⑦ 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

8.9 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

個

― ― ％

ひらかた高齢者sosキ―ホルダ―の配布数（平成２７年度からの累計数） 総合相談対応件数（実人数）/高齢者人口×1００

7.6 7,6 7.6 7.6 ％

10,972 ― ― ― 個

地域包括支援センタ―の総合相談を通じて各種支援を受け
ることができる。

指
標

ひらかた高齢者sosキ―ホルダ―の配布数（平成２７年度か
らの累計数）

指
標

高齢者人口のうち、地域包括支援センタ―の総合相談利用・
支援を受けた人の割合。

R6 R7 R8 R9

説
明

徘徊高齢者の早期発見の可能性が高まる。

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

11,000 12,000 13,000 14,000

8.9 ― ― ― ％

介護・医療に関する相談件数 総合相談対応件数（実人数）/高齢者人口×100

7.6 7.6 7.6 7.6 ％

19,831 ― ― ― 件

R7 R8 R9 単位

12,000 13,000 14,000 15,000 件

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

介護知識や負担軽減等の相談ができる。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

地域包括支援センタ―の総合相談を通じて各種支援を受け
ることができる。

指
標

地域包括支援センタ―の総合相談のうち介護・医療に関する
相談件数

指
標

高齢者人口のうち、地域包括支援センタ―の総合相談利用・支
援を受けた人の割合。

R6 R7 R8 R9 単位 R6

認知症カフェ設立支援事業補助金交付件数 件 0 ー ー ー

脳の健康度個別測定案内通知者数 人 12,742 ー ー ー

脳の健康度集団測定者数 人 418 ー ー ー

認知症カフェの設立及び運営を支援する。 件 19 ー ー ー

認知症の人や家族が安心して暮らし続けることができ
るよう、認知症を正しく理解し、支援する人を増やすこ
とを目的とする事業を実施する。

回 30,039 ー ー ー

徘徊高齢者の早期発見を目的とする事業を実施する。 回 10,972 ー ー ー

在宅で介護を行っている家族等に対する適切な介護知
識や負担軽減等の相談を目的とする取り組み等の周知
を図る。

件 19,831 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績

一般財源(物件費充当分のみ) 16,580 ー ー ー 33,423

歳入計(物件費に充当される特定財源) 14,461 ー ー ー 15,868

その他 2,271 ー ー ー 2,252

ー ー ー 3,872

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 8,781 ー ー ー 9,744

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 46,200 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

3,409

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 31,041 ー ー ー 49,291 63.0%

　人件費計 15,159 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 14 ー ー ー

ー

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 15,145 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー



目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

認知症カフェの新規登録、認知症サポ―タ―養成講座を継続して実施し、講座の際にはケアパスを配付。また、高齢者SOSキ―ホルダ―の周知と配付を引き続き
行うことで、各指標における活動結果が増加傾向にあることから、本事業について一定の効果を取得する。
のうＫＮＯＷを活用することにより、安心の獲得や、認知症に対する意識向上、生活を改善する行動変容につなげる。
認知機能低下が疑われる方を早期に発見し、医師や地域包括支援センター等の社会・医療資源につなげる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

認知症カフェが１件増加した。認知症サポーター養成講座を継続して実施し、講座の際にはケアパスを配付している。また、高齢者SOSキーホルダーの
周知と配付を引き続き行った。その他、令和６年度においては地域包括支援センターや医療機関と協働し認知症初期集中支援チームにかかる啓発動画
を作成した動画を用いて普及啓発を行った。各指標における活動結果が増加傾向にあることから、本事業について一定の効果があると考えられる。
「新しい認知症観」の獲得に向けた普及啓発や認知症当事者の声を聞くことにより、認知症施策推進計画策定の準備を進めることができた。
のうＫＮＯＷを活用した脳の健康度測定を実施することにより、認知症の理解促進・普及啓発・認知機能低下が疑われる方の早期発見を実施すること
ができた。また、医師会等と連携することにより社会・医療資源の整備を推し進めることができた。

12 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
⑥

人

― ― ％

案内文通知者数 【測定件数（実人数）/通知数×1００】

15 16 17 18 ％

12,742 ― ― ― 人

「安心」の獲得や認知症に対する意識向上、生活を改善する
行動変容につなげるため、のうKNOWの自己測定をする。

指
標

脳の健康度個別測定案内文通知数

指
標

案内文通知数のうち、のうＫＮＯＷで自己測定した人の割
合。

R6 R7 R8 R9

説
明

自身の脳の状態に関心をもつきっかけとするため、６５・６
８・７１歳の市民に認知症に関する案内文を送付する。

ア
ウ
ト
カ
ム
⑥

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

13,500 13,500 13,500 13,500

のうＫＮＯＷ測定者数
測定実施日に医師の助言や地域包括支援センター等の個別相談を受け
た人数

150 150 150 150 人

418 ― ― ― 人

R9 単位

500 500 500 500 人

149 ― ― ― 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
⑤

説
明

40歳以上の介護保険被保険者が脳の健康度集団測定を受
ける。

ア
ウ
ト
カ
ム
⑤

説
明

単位

8.9 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
④

認知機能低下が疑われる方を早期に発見し、医師や地域包
括支援センター等の社会・医療資源につなげることができ
る。

指
標

脳の健康度集団測定者数

指
標

社会・医療資源につながった人数

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8

件

― ― ％

認知症カフェ登録団体数(当該年度末登録数） 総合相談対応件数（実人数）/高齢者人口×1００

7.6 7.6 7.6 7.6 ％

19 ― ― ― 件

地域包括支援センタ―の総合相談を通じて各種支援を受け
ることができる。

指
標

認知症カフェ登録団体数(当該年度末登録数）

指
標

高齢者人口のうち、地域包括支援センタ―の総合相談利用・
支援を受けた人の割合。

R6 R7 R8 R9

説
明

補助金の交付により、認知症カフェ運営団体が増える。

ア
ウ
ト
カ
ム
④

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

15 15 15 15

認知症サポ―タ―養成人数（累計） 総合相談対応件数（実人数）/高齢者人口×1００

7.6 7.6 7.6 7.6 ％

30,039 ― ― ― 人

R9 単位

30,039 31,000 32,000 33,000 人

8.9 ― ― ― ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

認知症サポ―タ―が養成される。

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

地域包括支援センタ―の総合相談を通じて各種支援を受け
ることができる。

指
標

認知症サポ―タ―養成人数（累計）

指
標

高齢者人口のうち、地域包括支援センタ―の総合相談利用・
支援を受けた人の割合。

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き様々な手段を活用し認知症について周知啓発を行う。
R７年度
方向性 現状維持



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 315,742 ー ー ー 97,955

その他 349 ー ー ー 349

ー ー ー 83,855

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 13,491 ー ー ー 13,751

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 320,585 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

301,902

附属機関委員 209 ー ー ー

　物件費計 315,533 ー ー ー 97,420 323.9%

　人件費計 5,052 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 10.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,843 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・枚方市介護保険施設等整備審議会にて採択された法人に対し、意向調査・協議等を実施し、補助金の交付を行うことで
公的介護施設整備等の基盤整備を行う。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

ひらかた高齢者保健福祉計画21に基づく施設整備を促進することで、高齢者が安全・安心に、必要な施設サ―ビスを受
けることができている。

対象者(受益者) 公的介護施設等の整備事業者/介護保険施設等の入所・利用者

現状・課題 施設整備費用が負担となり、施設入所・利用を希望する高齢者のニ―ズに応えることができない。/

事業の概要
ひらかた高齢者保健福祉計画２１に基づく整備を行う事業者に対し、補助金を交付することにより、高齢者の安全・安心
な生活を確保するための公的介護施設等の基盤整備を行うもの。

年間の主な事務

0.63人 ― ― ―

関係附属機関等 枚方市介護保険施設等整備審議会

関係補助金等 公的介護施設等整備補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 2013（H25）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 投資的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市公的介護施設等整備補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 持続的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 571

事務事業名称 公的介護施設等整備補助事業



① 事業者 事業者 事業者 事業者

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

拡充 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

ひらかた高齢者保健福祉計画21（第９期）に基づき、地域密着型特別養護老人ホーム等の公募選定を引き続き行い、
第９期計画で整備を見込んでいる介護保険サービスについて、対象となる補助金を交付する予定である。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

枚方市高齢者保健福祉計画21に基づく、施設整備が計画通りに行われる

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ひらかた高齢者保健福祉計画21（第９期）に基づき、令和６年度より公募選定を開始し、介護老人福祉施設（10床）、介護医療院（１か所50床）、定期巡
回・随時対応型訪問介護看護（２か所）を採択した。整備を行う事業者に対する補助金は令和７年度より交付予定となっている。なお、資材高騰や人材
不足などの影響により、３施設については応募なしとなった。

― ― ― ― ―

ひらかた高齢者保健福祉計画２１にて計画されている施設整備数に対し
ての整備達成率（当該年度整備数/計画内整備予定サ―ビス数）

― ― ― ― ―

50 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

85 100 100 ― ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

公的介護施設等の整備が促進される。（介護施設の基盤整
備）

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

―

指
標

公的介護施設等整備補助金の交付により整備を行ったサ―
ビスの整備達成率（ただし、令和６年度から第９期計画、令和
９年度から第10期計画で新たに設定）

指
標

―

R6 R7 R8 R9 単位 R6

ひらかた高齢者保健福祉計画２１に基づく公的介護施
設等整備補助金の交付事業者数
（ただし、令和3年度から第8期計画で新たに設定）

事業者 0 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 4,017 ー ー ー 4,017

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,555 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 4,017 ー ー ー 4,017 100.0%

　人件費計 1,538 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 1,538 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・補助金交付申請（4月上旬）、交付決定（4月中旬）、交付請求（4月下旬）、概算払い（5月下旬）
・補助金事務報告（4月上旬）、交付額確定及び清算（4月下旬）

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

就業の場を通じて、高齢者の生きがいづくりと社会参加が促進される。

対象者(受益者) 枚方市シルバ―人材センタ―の会員

現状・課題 シルバ―人材センタ―登録会員の確保、会員の就業率の向上が必要である。

事業の概要
枚方市補助金等交付規則に基づき補助金を交付する。
センタ―の設置目的である高齢者が働くことを通じた生きがいづくり、さらなる地域社会の活性化への貢献につなげて
いくことを効果的に支援していくため、シルバ―人材センタ―の自主事業に対する経費の一部を補助する。

年間の主な事務

0.20人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 高年齢者能力活用推進事業補助金 補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 1980（S55）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市補助金等交付規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 572

事務事業名称 シルバ―人材センタ―事業費補助事業



① 事業 事業 事業 事業

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き補助事業の進捗管理を行うとともに、適宜効果検証を行っていく。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

高齢者の知識や技能を活かした事業を通して、センタ―の設置目的である高齢者が働くことを通じた生きがいづくり、さらなる地域社会の活性化への貢献につな
げていく。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

「補助金の見直しに関する方針」に基づく団体運営補助の廃止により、令和元年度から事業費補助となった。高齢者の知識や技能を活かした事業を通
して、センターの設置目的である高齢者が働くことを通じた生きがいづくり、さらなる地域社会の活性化への貢献につなげていくことを効果的に支援
する。令和６年度は、「遊休地活用事業」「幅広い世代の居場所づくり事業」の軽費の一部を補助した。

1,772 ― ― ― 人

就業会員数／会員数×100 未登録会員数

2,500 2,550 2,600 2,650 人

74.9 ― ― ― ％

R7 R8 R9 単位

70 70 70 70 ％

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

枚方市シルバ―人材センタ―の取り組みが充実する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

高齢者の生きがいづくりや社会参加が促進する。

指
標

会員の就業率

指
標

枚方市シルバ―人材センタ―の各年度末登録会員数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

枚方市シルバ―人材センタ―の取り組みを支援するた
め、補助金を交付する。

事業 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 11,942 ー ー ー 14,398

歳入計(物件費に充当される特定財源) 5,331 ー ー ー 6,374

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 5,331 ー ー ー 6,374

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 20,348 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 17,273 ー ー ー 20,772 83.2%

　人件費計 3,075 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 3,075 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

各補助金交付申請の審査及び補助金交付、実績報告の審査及び精算、監査等

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

より多くの高齢者が老人クラブ等の社会奉仕や健康増進等の諸活動に参加することで、住み慣れた地域で健全で豊かな
生活を送ることができている。

対象者(受益者) 各単位老人クラブ、老人クラブ連合会、ひとり暮らし老人会に加入している高齢者

現状・課題
老人クラブ会員数が減少している。住み慣れた地域でいきいきと暮らし、人とのつながりをもつことができる場の確保
が必要。

事業の概要
各単位老人クラブ、老人クラブ連合会、ひとり暮らし老人会連絡会からの活動補助金申請等、老人クラブ連合会事務経
費補助金申請等を受け、活動予定月数、会員数等に応じた補助金を交付し、年度末に各実績報告を受け、精算等を行う。
また、国に対し補助金申請を行い補助金交付を受ける。

年間の主な事務

0.40人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等
1.老人クラブ活動補助金
2.老人クラブ連合会事務費補助金

補助金性質： 事業費補助

事業期間 事業開始 ： 1963（S38）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市老人クラブ等活動事業等補助金交付要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 573

事務事業名称 老人クラブ育成補助事業



① 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、老人クラブ、老人クラブ連合会、ひとり暮らし老人会連絡会の取り組みを支援するため、補助金を交付
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

より多くの高齢者が住み慣れた地域でいきいきと暮らし、人とのつながりをもつことができる場所が確保される。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

高齢者人口の増加に対比すると会員数は減少していることから、引き続き取り組みを続けていく必要がある。

7,664 ― ― ― 人

老人クラブ等が行った社会奉仕や健康増進等の活動月数 補助金交付申請時の老人クラブ会員数

9,000 9,000 9,000 9,000 人

1,812 ― ― ― 月

R7 R8 R9 単位

2,000 2,000 2,000 2,000 月

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

老人クラブ、老人クラブ連合会、ひとり暮らし老人会連絡会
が、社会奉仕や健康増進等の諸活動を実施する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

多くの高齢者が、住み慣れた地域で健全で豊かな生活を送
ることができる。

指
標

老人クラブ等が行った社会奉仕や健康増進等の活動月数

指
標

補助金交付申請時の老人クラブ会員数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

老人クラブ、老人クラブ連合会、ひとり暮らし老人会連
絡会の取り組みを支援するため、補助金を交付する。

件 153 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 538 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 538 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 538 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

固定資産税非課税手続き、行政財産の目的外使用許可、安全確保のためのフェンスの改修等

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

底地管理している民地のちびっこ広場と集会所付き小規模公園を適正に管理し、幼児・児童の安全で楽しい遊び場の提
供と、地域住民交流の支援を図る。

対象者(受益者)
ちびっこ広場と小規模公園を利用する幼児・児童や地域住民/ちびっこ広場の土地所有者（市との賃貸借契約により、固
定資産税が免除されているため）
集会所付き小規模公園を利用する自治会（小規模公園内に行政財産の目的外使用として自治会館を設置しているため）

現状・課題 広場を利用しており、広場に対する要望があるが、どこに相談していいかわからない。

事業の概要
「ちびっこ広場（民地のみ）」と「集会所付小規模公園」について、地元住民や自治会等との調整を図りながら、要望等に基
づく固定資産税非課税手続き、行政財産の目的外使用許可、安全確保のためのフェンスの改修等を行うもの。
なお、遊具等の維持管理については公園所管部署が行う。

年間の主な事務

0.07人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 5.自然と共生し、美しい環境を守り育てるまち 細区分 行政運営区分

施策目標 24.まちなかのみどりを育てるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市ちびっこ広場設置及び管理要綱

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 589

事務事業名称 ちびっこ広場管理事業



① 件 件 件 件

② 件 件 件 件

③ 件 件 件 件

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、適正管理に努める。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

幼児・児童の安全で楽しい遊び場の提供と、地域住民交流の支援を図る。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ちびっこ広場や集会所付き小規模公園について、固定資産税非課税措置のための申請および行政財産目的外使用許可の申請を受け付け適切に管理
した。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

安全確保のためのフェンスの改修等 件 0 ー ー ー

行政財産の目的外使用許可 件 13 ー ー ー

固定資産税非課税手続き 件 8 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 2,611 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 228 ー ー ー

　物件費計 0 ー ー ー 0 0.0%

　人件費計 2,611 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 47.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 2,383 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・審議会委員の委嘱
・審議会の開催
・会議録の作成及び公開

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

円滑に事務を進められる

対象者(受益者) 審議会の開催により、社会福祉が推進され、福祉が向上する市民

現状・課題 ・円滑に事務を進める必要がある。

事業の概要
学識経験者、社会福祉や児童福祉の専門家、市民団体からの推薦者等で構成される「枚方市社会福祉審議会」を開催す
る。・審議会の委員の定数は19人以内で、任期は3年。（委員を増員する場合その他特別の事情がある場合にあっては、
3年以内）なお、各福祉分野について、専門的に調査審議するための専門分科会及び部会を設置。

年間の主な事務

0.31人 ― ― ―

関係附属機関等 社会福祉審議会（本審）

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2014（H26）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 行政運営区分

施策目標 29.市民との情報の共有化を進めます 性質 内部事務・行政運営

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市社会福祉審議会条例、枚方市社会福祉審議会規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 702

事務事業名称 社会福祉審議会（本審）運営事務



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

今後も継続して、担当課において各種調査審議及び事業の進捗管理を適切に行うため、本審及び各分科会を開催す
る。
また、現在の委員任期が令和７年度末までのため、令和８年度を始期として新たに委員委嘱をおこなう。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

前年度に引き続き、通常の参集型に加え、オンラインによる会議の開催も可能となり、会議の方式が広がった。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

審議会の開催 回 2 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 50 ー ー ー 50

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,368 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 50 ー ー ー 50 100.0%

　人件費計 6,318 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 14 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 6,304 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.05人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・枚方市社会福祉審議会　地域福祉専門分科会の開催
・会議録の公表

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

課題を計画的・総合的に解決していくため地域福祉計画を策定し、計画に基づき施策等を進めていき、地域福祉が推進
される
住民の間で情報が共有され、地域福祉活動がいっそう盛んになる

対象者(受益者)
計画の推進や、審議会の開催により、市民、事業者など、地域福祉に関係する方にとって、地域福祉が向上することとな
る。/計画の進行管理の一環として行う「地域福祉セミナ―」の参加者である、主に地域で福祉活動を行う住民や関係者
など

現状・課題
だれもが住みなれた地域で安心して暮らしていける地域共生社会の体制整備が不十分/地域福祉活動に関する情報提
供や共有の場がほしい

事業の概要
学識経験者、地域福祉の専門家、市民団体からの推薦者等で構成される「枚方市社会福祉審議会地域福祉専門分科会」
を開催する。分科会では主に社会福祉法第１０７条に基づく市町村地域福祉計画の策定や進行管理等を審議する。

年間の主な事務

0.82人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2014（H26）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 行政運営区分

施策目標 29.市民との情報の共有化を進めます 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 枚方市社会福祉審議会条例、枚方市社会福祉審議会規則

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 703

事務事業名称 地域福祉計画推進事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

枚方市地域福祉計画（第５期）に基づき、関連事業等の進捗管理や評価をおこない、枚方市の地域福祉推進に取り組
む。
地域福祉セミナーは引き続き開催し、市民が地域福祉に関心を持つような内容を企画し、地域福祉の推進に取り組
む。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

枚方市社会福祉審議会地域福祉専門分科会での審議等を経て、令和７年３月に枚方市地域福祉計画（第５期）を策定した。
また、地域福祉セミナーを開催し、参加した市民に対して地域での活動実践事例などを紹介することで、地域福祉について周知するきっかけづくりが
できた。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

審議会開催回数 回 4 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 510 ー ー ー 627

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,211 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 510 ー ー ー 627 81.3%

　人件費計 4,701 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 88 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,613 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.08人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・枚方市民生委員・児童委員大会の開催

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

日ごろの活動に対し、勤続表彰等を受けることで活動の意欲を高められる。

対象者(受益者)
本市の民生委員・児童委員、主任児童委員（民生委員は原則75歳未満、主任児童委員は原則65歳未満）/民生委員の資
質や意欲が向上することで、市民にとっても地域の福祉が向上する。

現状・課題 長期間の活動の中で、活動に対する意欲継続

事業の概要

枚方市と枚方市民生委員児童委員協議会との共催により「枚方市民生委員・児童委員大会」を開催する。第1部の表彰式
では厚生労働大臣特別表彰の伝達、社会福祉功労者厚生労働大臣表彰の伝達及び民生委員・児童委員としての勤続年
数が10年、15年、20年、25年勤続者に対する市長表彰を、第2部では民生委員・児童委員の研修を行い、民生委員・児
童委員の資質及び意欲の向上を図る。

年間の主な事務

0.60人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2014（H26）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 722

事務事業名称 民生委員・児童委員大会開催事務



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

民生委員・児童委員活動の強化推進に資するため、引き続き、同大会の開催を通じて民生委員・児童委員の資質及び
意欲の向上を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

民生委員・児童委員勤続者を増やすことで、民生委員・児童委員の充足率を87％とする。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

民生委員・児童委員の大会出席者数は前年度と比較し減少したが、任期10年以上の民生委員・児童委員の割合は増加した。大会出席者を増加させる
ために、共済している民生委員児童委員協議会事務局と内容についても検討していく必要がある。

28.7 ― ― ― ％

参加人数
表彰の基準となる任期10年以上の民生委員・児童委員の割合（表彰日
時点）

19.8 19.8 19.8 19.8 ％

353 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

441 441 441 441 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

枚方市民生委員・児童委員が大会に参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

枚方市民生委員・児童委員が日ごろの活動に対し、勤続表彰
等を受けることで活動の意欲が高まる。

指
標

参加人数

指
標

表彰の基準となる任期10年以上の民生委員・児童委員の割合
（表彰日時点）

R6 R7 R8 R9 単位 R6

「枚方市民生委員・児童委員大会」を開催する。 回 1 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 3,990 ー ー ー 3,952

歳入計(物件費に充当される特定財源) 467 ー ー ー 505

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 467 ー ー ー 505

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 5,226 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 4,457 ー ー ー 4,457 100.0%

　人件費計 769 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 769 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

枚方市民生委員児童委員協議会に委託し、民生委員・児童委員及び主任児童委員に対して、福祉施設の視察や福祉制度
についての勉強会など各種研修を実施する。中核市移行に伴い、大阪府から権限の委譲を受け、民生委員法第18条に
基づき、民生委員・児童委員及び主任児童委員に対して、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会が実施する指導訓練に係
る研修を実施している。

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

民生委員としての知識や技術などを習得することで、資質が向上する。

対象者(受益者)
本市の民生委員・児童委員、主任児童委員（民生委員は原則75歳未満、主任児童委員は原則６5歳未満）の資質や意欲
が向上することで、市民にとっても地域の福祉が向上する。

現状・課題 福祉制度に関する知識や技術などを習得する場が少ない。

事業の概要

枚方市民生委員児童委員協議会に委託し、民生委員・児童委員及び主任児童委員に対して、福祉施設の視察や福祉制度
についての勉強会など各種研修を実施する。中核市移行に伴い、大阪府から権限の委譲を受け、民生委員法第18条に
基づき、民生委員・児童委員及び主任児童委員に対して、社会福祉法人大阪府社会福祉協議会が実施する指導訓練に係
る研修を実施している。

年間の主な事務

0.10人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 1974（S49）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 723

事務事業名称 民生委員研修事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

民生委員活動及び主任児童委員活動に必要とされる事項について、継続して研修を実施し民生委員・児童委員の資
質の向上を図る。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

民氏委員の資質や意欲向上により、勤続者が増加することで市民（地域住民）との信頼関係が構築され、やりがいを感じることで更なる資質向上を目指す。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

新型コロナウイルス感染症による研修の中止等がなく、計画通りの実施ができ、研修参加者における満足度についても実績が97.5％と目標を達成す
ることができた。

97.5 ― ― ― ％

延べ研修参加人数
研修後、アンケ―トを実施し、参加者のうち、「満足」「やや満足」と回答し
た割合

80 80 80 80 ％

3,309 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

3,000 3,000 3,000 3,000 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

民生委員・児童委員及び主任児童委員が研修に参加する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

民生委員としての知識や技術などを習得し、資質が向上す
る。

指
標

延べ研修参加人数

指
標

研修参加者における、研修に対する満足度

R6 R7 R8 R9 単位 R6

民生委員・児童委員及び主任児童委員の研修の機会を
設ける

回 121 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 35,723 ー ー ー 40,009

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 41,708 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 219 ー ー ー

　物件費計 35,723 ー ー ー 40,009 89.3%

　人件費計 5,985 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 8.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 5,766 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・民生委員推薦会の開催
・民生委員審査専門分科会の開催

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

全校区に定数どおりの民生委員・児童委員が配置されている。

対象者(受益者)
・民生委員になりうる市民（民生委員は原則75歳未満、主任児童委員は原則65歳未満）
・各校区に民生委員が配置されることにより、安心して生活することができる市民
・民生委員を推薦する、各校区の校区コミュニティ協議会や自治会

現状・課題
・民生委員の担い手が不足している。
・候補者を探すのに苦慮している。

事業の概要

枚方市民生委員・児童委員定数条例に規定する定数に沿って、全民生委員・児童委員の任期が満了となる一斉改選（3年
に一度）時には年2回、その他の年については欠員補充に伴い年3回、枚方市民生委員推薦会を開催して、民生委員・児
童委員の候補者を厚生労働大臣に推薦する。平成26年4月からの中核市移行に伴って大阪府から権限が委譲された事
務で、大阪府が一部負担していた民生委員活動費負担金も、中核市移行後は市が全額負担している（地方交付税措置あ
り）。

年間の主な事務

0.75人 ― ― ―

関係附属機関等 社会福祉審議会民生委員審査専門分科会

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 非選択的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 民生委員法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 義務的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 725

事務事業名称 民生委員推薦事務



① 回 回 回 回

② 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、民生委員・児童委員のなり手不足解消に向けて、民生委員を推薦する各校区の校区コミュニティ協議会や
自治会への民生委員制度の説明を随時行うほか、必要に応じて候補者への説明の同行等を行う。また、民生委員活
動における負担軽減に向けた取組を推進する。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

昨年度と比較し民生委員・児童委員の充足率は低下しており、今後さらなる充足率の増加に向けた取組を検討する必要がある。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

民生委員審査専門分科会の開催 回 3 ー ー ー

民生委員推薦会の開催 回 3 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 42,767 ー ー ー 44,569

歳入計(物件費に充当される特定財源) 50 ー ー ー 0

その他 50 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 50,657 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 42,817 ー ー ー 44,569 96.1%

　人件費計 7,840 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 921 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 6,919 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.76人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・ひらかたポイント利用者登録に係る窓口対応
・ひらかたポイント制度システム構築・運営業務委託業者との連絡調整
・ひらかたポイント付与事業実施課との連絡調整

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

ひらかたポイントシステム（情報発信、ポイント利用（貯める・使う））の活用により、タ―ゲットが健康分野などの市事業等
に興味を持ち積極的に行動している状況を形成し、ひいてはタ―ゲットの健康増進や社会貢献活動等の推進に寄与して
いる状態。

対象者(受益者)
健康・子育て・長寿など市が重点的に進める施策の対象者/社会貢献活動に取り組む市内企業・各種公益活動団体等（市
内協力店を含む）

現状・課題
健康増進や社会貢献活動等に対して無関心または一定の関心はあるが、契機がなく積極的な行動に至れていない。/社
会貢献活動に取り組む市内企業・各種公益活動団体等が、周知やポイントのシステムを独自に構築するのは難しい。

事業の概要

平成30年度から委託により事業を開始し、健康・子育て・高齢者・アンケ―ト・ボランティア等の分野に関する市事業等に
参画した市民に対してポイントを付与し、市内協力店でそのポイントを利用（貯める・使う）できる制度を構築し運用して
きた（平成31年1月15日運用開始）。令和2年度にカ―ド作成やカ―ド読取端末のコスト負担が大きい非接触型ICカ―
ドを用いたシステムを改修し、令和3年4月からはQR コ―ドを用いたスマホアプリとカ―ドで運用している。また、健康
分野を拡充し、市民の健康づくりに関する取り組みを「後押し」する一助として実施している。

年間の主な事務

0.90人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2018（H30）年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 6.計画の推進に向けた基盤づくり 細区分 任意的区分

施策目標 30.市民による活発なまちづくり活動を支援します 性質 健康・医療

R８年度 R９年度

〇
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

〇 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 730

事務事業名称 ひらかたポイント事業



① 店舗 店舗 店舗 店舗

② 事業 事業 事業 事業

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

ひらかたポイントシステム（情報発信、ポイント利用（貯める・使う））の活用により、タ―ゲットが健康分野などの市事業等に興味を持ち積極的に行動し、健康増進等
の活動に取り組んでいる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

ポイント利用率、健康増進に係る主な付与事業（1事業以上）参加者へのポイント付与人数ともに目標を上回った。要因としては、令和６年度にひらかた
ポイントアプリに歩数連携機能を追加したことで利便性が向上し、より手軽にウォーキングに取り組む利用者が増加したことによるものである。
令和７年度にはひらかたポイントアプリに新機能を追加し、更なる利用者の獲得と健康増進の推進に取り組んでいく。

健康増進に係る主な付与事業(1事業以上)参加者へのポイント付与数 健康増進に係る主な付与事業(1事業以上)参加者へのポイント付与人数

37,000 40,000 43,000 46,000 人

48,902 ― ― ― 千ポイント

R9 単位

48,000 50,000 52,000 54,000 千ポイント

37,863 ― ― ― 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
③

説
明

ひらかたポイント制度利用者の検診受診等の健康増進等の
行動促進を後押しする。

ア
ウ
ト
カ
ム
③

説
明

単位

46 ―

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
②

ポイント付与が検診受診等の健康増進等の行動促進の後押
しとして寄与し、ひらかたポイント制度利用者が健康増進等
の活動に取り組んでいる。

指
標

健康増進に係る主な付与事業の付与ポイント数

指
標

健康増進に係る主な付与事業（1事業以上）参加者へのポイ
ント付与人数

R6 R7 R8 R9 R6 R7 R8

人

― ― ％

３月末現在のひらかたポイントアプリの利用者登録数 利用ポイント／発行ポイント×100

45 49 52 56 ％

30,642 ― ― ― 人

タ―ゲットが市事業等に積極的に参画する中で、ひらかたポ
イントシステム（情報発信、ポイント付与・使用・受取）が利便
性・多様性を備え、有益に活用されている。

指
標

ひらかたポイントアプリ利用者登録数

指
標

ポイント利用率

R6 R7 R8 R9

説
明

ひらかたポイントアプリ利用者が増える

ア
ウ
ト
カ
ム
②

説
明

単位 R6 R7 R8 R9 単位

28,000 33,000 38,000 43,000

46 ― ― ― ％

３月末現在のひらかたポイント制度の利用者登録数 利用ポイント／発行ポイント×100

45 49 52 56 ％

78,251 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

75,000 80,000 85,000 90,000 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ひらかたポイント制度の利用者が増える

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

タ―ゲットが市事業等に積極的に参画する中で、ひらかたポ
イントシステム（情報発信、ポイント付与・使用・受取）が利便
性・多様性を備え、有益に活用されている。

指
標

ひらかたポイント制度の利用者登録数

指
標

ポイント利用率

R6 R7 R8 R9 単位 R6

健（検）診等の健康増進等の行動促進を後押しするポイ
ント付与事業の実施・充実

事業 44 ー ー ー

協力店の拡大 店舗 511 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

ウォーキングや健康教室などを通した市民の健康づくりに向けて、幅広い世代がひらかたポイントを活用できる取り
組みの推進を図るとともに、令和７年度にひらかたポイントアプリに新機能を追加し、各種イベントへのブース出展や
出前講座の開催などの周知活動により更なる導入及び利用促進を図る。

R７年度
方向性 現状維持



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 0 ー ー ー 0

歳入計(物件費に充当される特定財源) 1,607,667 ー ー ー 1,646,431

その他 1,583,090 ー ー ー 1,605,956

ー ー ー 40,465

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 10

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 926,798 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

24,577

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 913,767 ー ー ー 972,254 94.0%

　人件費計 13,031 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 653 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 12,378 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.47人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・市議会対応、部の予算・決算処理、事務事業・公約施策等の取りまとめ
・健康、長寿、医療及び福祉に係る施策全般の調整
・社会福祉審議会の運営に関する委員委嘱・報酬支払い、寄付金の受付
・健康福祉部及び健康福祉政策課の照会回答取りまとめ

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

課の運営を円滑に行う。

対象者(受益者) 課職員

現状・課題 課の運営を円滑に図る必要がある。

事業の概要
市議会対応、部の予算・決算処理、事務事業・公約施策等の取りまとめなど健康、長寿、医療及び福祉に係る施策全般の
調整、社会福祉審議会の運営に関する委員委嘱・報酬支払い、寄付金の受付、健康福祉部及び健康福祉政策課の照会回
答取りまとめ、庶務事務など。

年間の主な事務

1.61人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 不明 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施含む)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 9.施策体系外 細区分 行政運営区分

施策目標 99.施策体系外 性質 内部事務・行政運営

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 決裁

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 行政運営事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 865

事務事業名称 健康福祉政策課運営事務



①

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

継続して円滑に運営事務及び庶務事務を執行していく。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

庁内外との連絡調整、運営・庶務事務について、適正に執行した。

R7 R8 R9 単位

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

指
標

指
標

R6 R7 R8 R9 単位 R6

ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 1,230 ー ー ー 1,250

歳入計(物件費に充当される特定財源) 750 ー ー ー 750

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 750

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 6,977 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

750

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 1,980 ー ー ー 2,000 99.0%

　人件費計 4,997 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 4,997 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・こども介護体験にかかる手続き
・市公式SNS発信及び広報での情報発信

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

未来を担う子ども世代が介護や介助職種への興味や関心、知識をもち、ひいては介護業務の魅力を理解し、「将来なりた
い職業」の一つとして認識している状態

対象者(受益者) 市内小学生（保護者含む）

現状・課題
子ども世代が介護職について理解を深める機会はほぼなく、また、核家族化等により高齢者とふれあう機会も減少して
しまっている。

事業の概要

慢性的な人手不足に陥っている介護人材の確保のため、子ども世代が介護職について理解を深めるきっかけを作るこ
とを目的に、駅近くに市立のデイサ―ビスセンタ―が入った福祉会館がある枚方市ならではの強みを生かし、ラポ―ル
ひらかたを介護職の魅力発信拠点ととらえ、デイサ―ビスセンタ―指定管理者とも連携し、子ども世代の職業体験など
を行う。

年間の主な事務

0.65人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ー

事業期間 事業開始 ： R5年度（2023年度） ～ 事業終了予定 ： R7年度（2025年度）

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 2.健やかに、生きがいを持って暮らせるまち 細区分 任意的区分

施策目標 9.高齢者が地域でいきいきと暮らせるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 該当なし

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 964

事務事業名称 介護職の魅力発信事業（介護人材確保推進事業）



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

現状維持 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

引き続き、職業体験を６回程度実施していくよう取り組む。
R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

子ども世代が介護や介助職種への興味や関心、知識をもち、介護業務の魅力を理解し、「将来なりたい職業」の一つとして認識するようになる。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

介護の仕事に触れ、高齢者の介助などへ理解を深める場として、6回の職業体験を実施。

79 ― ― ― ％

事業参加者数 介護職に魅力を感じた人数／参加者数

70 70 70 70 ％

102 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

75 80 80 80 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

子どもたちが介護職についての理解を深め、高齢者にふれ
あう機会を得る。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

子どもたちが介護職についての理解を深め、高齢者にふれ
あう機会を得る。

指
標

事業参加者数

指
標

参加者のうち介護職に魅力を感じた人数の割合

R6 R7 R8 R9 単位 R6

子ども向け介護職体験を実施する。 回 6 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績



課：

一般財源(物件費充当分のみ) 2,980 ー ー ー 2,980

歳入計(物件費に充当される特定財源) 0 ー ー ー 0

その他 0 ー ー ー 0

ー ー ー 0

受益者負担(使用料・手数料) 0 ー ー ー
歳
入

国庫支出金 0 ー ー ー 0

(留意事項)
※正職員・再任用・任期付
の人件費は、人員配置を
もとに平均人件費を乗算
しています。
※「歳入」欄には物件費に
充当されるもののみ記載
されています。

府支出金

歳出計 3,211 ー ー ー

0

市債 0 ー ー ー 0

0

附属機関委員 0 ー ー ー

　物件費計 2,980 ー ー ー 2,980 100.0%

　人件費計 231 ー ー ー

ー

会計年度任用職員 0 ー ー ー

ー

附属機関委員 0.00人 ― ― ―

決
算
額

(千円) R6決算額 R7決算額 R8決算額 R9決算額 R６予算額(参考) 予算執行率(参考)

 
歳
出

内
訳

正職員、再任用、任期付職員 231 ー ー ー

特別職非常勤 0 ー

会計年度任用職員 0.00人 ― ― ―

特別職非常勤 0.00人 ― ― ―

再任用 0.00人 ― ― ―

任期付職員 0.00人 ― ― ―

・委託契約
・枚方市ボランティア運営委員会への出席

２．事務事業への投入コスト(インプット)

人
員
体
制

(人) R6年度実績 R7年度実績 R8年度実績 R9年度実績

正職員

詳
細
項
目

事業の目的
(最終アウトカム)
・目指すべき状態

・課題が解決した状態

災害時における災害ボランティアセンターの設置・運営及び災害ボランティア活動が円滑に実施されるよう備える。

対象者(受益者) 市民全般

現状・課題
災害が発生した際に、自身の力で生活再建ができない、高齢者や障害者等に対して支援を行う災害ボランティアが必要
となるが、ボランティア登録者の高齢化が進んでいる。

事業の概要
枚方市地域防災計画に基づく「災害ボランティアセンター」の設置・運営および災害ボランティアリーダーの育成や研修実
施を枚方市社会福祉協議会へ委託している。

年間の主な事務

0.03人 ― ― ―

関係附属機関等 該当なし

関係補助金等 該当なし 補助金性質： ―

事業期間 事業開始 ： 2024(R6)年度 ～ 事業終了予定 ： 未定(継続実施)

基
本
項
目

総合
計画

基本目標 1.安全で、利便性の高いまち 細区分 任意的区分

施策目標 2.災害時に、迅速・的確に対応できるまち 性質 社会福祉

R８年度 R９年度

―
市長公約との関係性

所信表明
(R5年9月)

― 市政運営方針
R６年度 R７年度

根拠法令等 災害対策基本法

担当部署(R7年度機構) 部： 健康福祉部 健康福祉政策課 区分 任意的事業

令和６年度　事務事業実績測定調書

１．事務事業の基礎情報 調書番号 990

事務事業名称 災害ボランティア推進事業



① 回 回 回 回

目標 目標

実績 実績

算出
方法

算出
方法

R１０年度の方向性
(R９実績測定)

― 現状維持 ー ー ー

参
考

方向性の経過

R6年度の方向性
(R5実績測定)

R７年度の方向性
(R６実績測定)

R８年度の方向性
(R７実績測定)

R９年度の方向性
(R８実績測定)

７．今後の取組方針(改善・対応策など)

R７年度
取組方針

災害ボランティア登録者の高齢化が進んでおり、若年層を中心に災害への関心が高い方への周知啓発を行うことで、
災害ボランティア登録者を着実に増やしていくことができる取組を実践していく必要がある。

R７年度
方向性 現状維持

R7
年度

R8
年度

R9
年度

５．中長期的な変化・便益(中間アウトカム)

災害ボランティアの必要性について市民の理解が深まり、災害ボランティア登録者が年々増加する。

６．取組実績に対する自己分析・総括

R6
年度

能登半島地震が発災し、市民の災害への関心の高まりから、講座や研修への参加者人数は目標を大きく上回る結果となった。

60 ― ― ― 人

年間参加者 ボランティア登録人数（年度末）

60 65 70 75 人

522 ― ― ― 人

R7 R8 R9 単位

100 100 100 100 人

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
①

説
明

市民や団体を対象とした研修等を実施する。

ア
ウ
ト
カ
ム
①

説
明

４．活動による結果(アウトプット)および変化・便益(アウトカム)

アウトプット(活動が産み出した結果) 直接アウトカム(結果による変化・便益)

災害時に備え、ボランティア登録者が増える。

指
標

研修や講座、災害ボランティアセンター設置シミュレーション
訓練参加者数（延べ）

指
標

災害ボランティア登録人数

R6 R7 R8 R9 単位 R6

年度計画による研修等実施回数 回 14 ー ー ー

３．具体的な活動(アクティビティ)

年間の主な活動指標 単位 R６実績 R７実績 R８実績 R９実績


